
備 考

19

1 27 6 220

（18） （6） （2） （1） （27）

（388）

58 19 10 0

─

（6） （5） （2） （0） （13） （0） （─）

388

（132）

　　　　　　　　　 ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類
4 2 1 1 103

（4） （2） （1） （1） （8） （0） （103）

健康福祉学群
14 12 3 8 37

（3） （8） （37） （0）

8 0

0 117

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学群　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学類
10 9 8 3 30 0 98

（10） （9） （8） （3） （30） （0） （98）

7 ─

（129） （62） （27） （15） （233） （7） （─）

131 64 28 15 238

87

（15） （8） （1） （2） （26）

芸術文化学群
18 6 2

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群　ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類
15 8 1 2 26

（57） （25） （15） （220） （7） （─）

（0）

計
123 57 25 15 220 7 ─

（123）

資格・教職センター
0 5 0 0

（4） （1） （0） （0） （5） （0）

4

（58） （19） （10） （0） （87） （1）

1 0

講師 助教 計 助手

人 人

計
8 7 3 0 18 0

8 7 3 0 18 0

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群
航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類

108 科目

4 140 －

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称

航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群　航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類
新
設
分

合　　　　計

既

設

分

リベラルアーツ学群

航空・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群航空・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類〔定員増〕　（　140）（平成31年３月認可申請）

（6） （223）

（0） （117）

0 132

（14） （12）

専任教員等 兼 任
教 員 等教授 准教授

教育
課程

新 設 学 部 等 の 目 的
航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類は，卓越した英語力を有し，工学
等の学問分野に裏打ちされた専門性の高い確かな知識と航空の基礎となる必須の知
識と技倆を併せ持った航空の分野で活躍する人材を養成することを目的とする。

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

560 学士(航空･ﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ)
【Bachelor of
Arts in
Aviation
Management】

令和２年４月
第１年次

東京都多摩市落合
　　　 ２丁目31番１

計 140 － 560

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

年次
人

年

航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類
［Department of
Aviation
Management］

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

桜美林大学　（J.F. Oberlin University）

大 学 本 部 の 位 置 東京都町田市常盤町3758番地

計 画 の 区 分 学部の設置

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｵｳﾋﾞﾘﾝｶﾞｸｴﾝ

設 置 者 学校法人　桜美林学園

フ リ ガ ナ ｵｳﾋﾞﾘﾝﾀﾞｲｶﾞｸ

収容
定員

（6） （5） （2） （0） （13）

　　年　月
第　年次

人

（0） （11）

1

44 科目 6 科目 158 科目 124　単位

人 人 人 人 人

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

大 学 の 目 的
本学は，教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い，豊かな人間性を涵養す
るため幅広い知識を授けるとともに，専門学芸の研究と教育を行い，キリスト教精
神に基づいた教養豊かな識見の高い国際的人材を育成することを目的とする。

大 学 の 名 称

航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群
［College of Aviation
Management］

人
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大学全体

大学全体

共同研究費等は大学全体

第６年次

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

1,654千円 1,554千円 1,554千円 1,554千円 ─　千円 ─　千円

第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

図書購入費には電子
ｼﾞｬｰﾅﾙ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整
備費(運用ｺｽﾄ含む)を含
む。

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

第１年次学生１人当り
納付金

1,800千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金，資産運用収入，雑収入　等

77,900千円 49,880千円 59,860千円 69,840千円 79,820千円

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,095.70　㎡

(70) （　　－　　） （　　－　　）

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

3,363.49　㎡ 694 295,111

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

（　　－　　）

計
  7,947〔2,689〕　 20〔　9　〕　 1,745〔1,683〕

航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群
航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類

  7,947〔2,689〕　 20〔　9　〕　 1,745〔1,683〕 140 － －

（5,747〔2,169〕） （15〔　9　〕）

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

（1,745〔1,683〕） (70) （　　－　　）

（1,745〔1,683〕）

点

140 － －

（5,747〔2,169〕） （15〔　9　〕）

13　室

（補助職員　22　人）（補助職員　2　人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群航空･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 19 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

187　室 58　室 60　室
26　室

（102,422.34  ㎡）

合 計 261,752.43　㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 261,752.43　㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

242,652.45　㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 242,652.45　㎡

そ の 他 19,099.98  ㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 19,099.98  ㎡

校 舎 敷 地 181,921.11　㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 181,921.11　㎡

運 動 場 用 地 60,731.34　㎡ 0  ㎡ 0  ㎡

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

60,731.34　㎡

小 計

102,422.34　㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 102,422.34　㎡

（102,422.34  ㎡） （　　　0　　㎡） （　　　0　　㎡）

（0） （0）

計
135 126 261

（135） （126） （261）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

（0）

図 書 館 専 門 職 員
8 2 10

（8） （2） （10）

(127) (124) (251)

技 術 職 員
0 0 0

127 124 251

野球場１面，テニスコート１面，アーチェリー場１か
所，多目的グラウンド１か所，ゴルフ練習場１か所，バ
レーボールコート１面，弓道場１か所，トレーニングセ
ンター１か所，柔道場１か所，剣道場１か所

ﾌﾗｲﾄ･ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ科目群を
重点的に履修し，操縦
士免許の取得を希望す
る者は，別途以下の実
験実習費を納入。
１年次：1,200千円
２年次：1,200千円
３年次：1,200千円
４年次：1,200千円

－ 千円 － 千円

300千円 300千円 300千円 300千円 － 千円 － 千円

39,947千円 40,746千円 41,561千円 － 千円 － 千円

1,700千円 2,500千円 3,300千円 － 千円 － 千円

39,163千円

900千円
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平成30年度入学定員増
（150人）

平成30年度入学定員増
（100人）

学群一括募集を実施。
２年進級時に学類に所
属する。

東京都新宿区百人
町３丁目420番34

1.06ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学群 東京都町田市常盤
町3758番地平成28年度学士(ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)
1,000―2504　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学類

　ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 4 400 ― 1,600 学士(経営政
策学)

1.03 平成18年度

　ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 4 80 ― 320 学士(ｱﾋﾞｴｰｼｮ
ﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)

1.03 平成20年度

学士(総合文
化学)
学士(芸術)

1.03 平成17年度 東京都町田市常盤
町3758番地

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群 1.03

老年学研究科老年学専
攻（博士後期課程）

3 3 ― 9 博士(老年学) 1.88 平成20年度 東京都渋谷区千
駄ヶ谷１丁目１番
12号

老年学研究科老年学専
攻（博士前期課程）

2 20 ― 40 修士(老年学) 0.60 平成20年度 東京都渋谷区千
駄ヶ谷１丁目１番
12号

国際学研究科国際協力
専攻（修士課程）

2 10 ― 20 修士(国際協
力)

0.60 平成21年度 東京都町田市常盤
町3758番地

国際学研究科国際人文
社会科学専攻（博士後
期課程）

3 10 ― 30 博士(学術) 0.53 平成7年度 東京都町田市常盤
町3758番地

国際学研究科国際学専
攻（博士前期課程）

2 10 ― 20 修士(国際学) 0.25 平成16年度 東京都町田市常盤
町3758番地

経営学研究科経営学専
攻（修士課程）

2 30 ― 60 修士(経営学) 1.56 平成21年度 東京都新宿区百人
町３丁目420番34

大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究
科大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専
攻修士課程（通信教育
課程）

2 40 ― 80 修士(大学ｱﾄﾞ
ﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ)

0.48 平成20年度 東京都渋谷区千
駄ヶ谷１丁目１番
12号

大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究
科大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専
攻（修士課程）

2 20 ― 40 修士(大学ｱﾄﾞ
ﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ)

0.07 平成20年度 東京都渋谷区千
駄ヶ谷１丁目１番
12号

言語教育研究科日本語
教育専攻（修士課程）

2 30 ― 60 修士(日本語
教育)

0.39 平成21年度 東京都渋谷区千
駄ヶ谷１丁目１番
12号

心理学研究科健康心理
学専攻（修士課程）

2 17 ― 34 修士(健康心
理学)

0.46 平成21年度 東京都町田市常盤
町3758番地

― 20 修士(英語教
育)

0.15 平成21年度 東京都町田市常盤
町3758番地

心理学研究科臨床心理
学専攻（修士課程）

2 13 ― 26 修士(臨床心
理学)

0.91 平成21年度 東京都町田市常盤
町3758番地

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 　桜美林大学大学院

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

言語教育研究科英語教
育専攻（修士課程）

2 10

年次
人

人

平成18年度 東京都町田市常盤
町3758番地

ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学群

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 　桜美林大学

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

倍

健康福祉学群 4 300 ― 1,000 学士(社会福
祉学)
学士(精神保
健福祉学)
学士(健康科
学)
学士(保育学)
学士(健康福
祉学)

1.04

年 人

4 950 ― 3,800 学士(学術) 1.03 平成19年度 東京都町田市常盤
町3758番地

芸術文化学群 4 400 ― 1,300

開設
年度

所　在　地学 部 等 の 名 称
修業
年限
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附属施設の概要

規 模 等：

名　　称： 環境研究所

目　　的： 本学の環境に関する教育研究活動に寄与するため，調査・研究を行うとと
もに，それに基づく学内外における研究会，講演会の開催及びエネルギー
環境問題に関する教育の普及啓発を図る。

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

設置年月： 平成22年４月

目　　的： 内外のキリスト教音楽全般に関する調査・研究を行い，それに基づく音楽
諸活動を展開することにより，本学の学術及び教育の振興と促進を図り，
キリスト教音楽及びキリスト教の発展と深化に寄与する。

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

設置年月： 平成19年４月

規 模 等： 33.7㎡

22.1㎡

所 在 地： 東京都渋谷区千駄ヶ谷１丁目１番12号

設置年月： 平成17年４月

規 模 等： 27.18㎡

名　　称： キリスト教研究所

規 模 等： 33.7㎡

名　　称： 健康心理・福祉研究所

目　　的： 学術的研究機関として本学大学院の教育と関連して健康心理学及び健康福
祉学に関する学際的調査研究などを行い，学術及び教育の促進を図る。

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

設置年月： 平成19年４月

名　　称： アジア文化研究所

目　　的：

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

設置年月： 平成14年４月

規 模 等： 33.8㎡

名　　称： 言語教育研究所

目　　的： 内外の言語教育に関する調査・研究などを行い，学術及び教育の振興と促
進を図る。

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

設置年月： 平成15年４月

規 模 等： 33.8㎡

「アジアの中の中国」の観点から単に学術研究に止まらず広く産・官・学
及び国際機関と連携した調査，研究を行い，学術と国際交流の促進を図
る。

設置年月： 平成９年３月

規 模 等： 33.7㎡

名　　称： 老年学総合研究所

目　　的： 学術的研究機関として本学大学院の教育と関連して加齢学，発達学，高齢
者問題に関する学際的調査研究などを行い，学術及び教育の促進を図る。

規 模 等： 33.7㎡

名　　称： グローバル高等教育研究所

目　　的： 国内外の高等教育に関する調査研究を行い，高等教育の発展に資する。

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

33.7㎡

名　　称： 国際学研究所

目　　的： 学術的研究機関として本学大学院の教育と関連して国際地域文化に関する
調査研究を行い，学術及び教育の促進を図る。

【桜美林大学総合研究機構】

学術・教育・社会の諸領域にわたる専門的・学術的・総合的研究及びその応用活動を
推進し，国内はもとより国際的学術・教育・社会の発展・向上に寄与することを目的
とするために本機構を置き，特定の分野についての研究実践及び事業活動を行うため
に下部組織として下記の研究所・センターを置いている。

名　　称： 産業研究所

目　　的： 国内・国外の産業問題の経済次元及び企業経営次元における分析を中心と
する社会科学の総合的な研究を行う。

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

設置年月： 平成５年４月

設置年月： 昭和53年12月

規 模 等：
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附属施設の概要

所 在 地： 東京都町田市常盤町3758番地

設置年月： 平成14年４月

規 模 等： 326.0㎡

設置年月： 平成16年４月

規 模 等： 60.5㎡

名　　称： 臨床心理センター

目　　的： 臨床心理相談活動を行い，それによって臨床心理学についての研究及び教
育を深める。

名　　称： パフォーミングアーツ・インスティテュート

目　　的： パフォーミングアーツ全般にわたって公演・調査・研究を行い，本学の教
育及び学術の振興と促進を図る。

所 在 地： 神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番１号

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼3

1後 2 ○ 兼3

1前 2 ○ 1 兼1

－ 8 0 0 0 1 0 0 0 兼5 －

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 3 ○ 1 一部集中

1前 2 ○ 2 1

1後 1 ○ 1 集中

1後 2 ○ 2 1

－ 4 18 0 6 2 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 兼5

1前 2 ○ 兼5

1前 2 ○ 兼5

1後 2 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼4

2後 2 ○ 兼4

3前 2 ○ 兼4

3前 2 ○ 兼4

3前 2 ○ 兼4

3後 2 ○ 兼4

3後 2 ○ 兼4

3後 2 ○ 兼4

1前 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2前 1 ○ 兼4

2前 1 ○ 兼4

2前 1 ○ 兼4

2前 1 ○ 兼4

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼4

3前 1 ○ 兼1

4前 3 ○ 兼1

－ 8 39 0 0 1 1 0 0 兼5 －

1後 1 ○ 1 集中

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

－

航空施設

航空法Ⅱ

飛行場概論

海外研修英語Ｄ

ＩＣＡＯ英語ﾃｽﾄｽｷﾙ

ＣＥＦＲ英語ｽｷﾙ

英語特論Ⅰ

英語特論Ⅱ

小計（27科目）

学
群
共

通
科
目

ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡＡ

ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡＢ

海外研修英語Ａ

海外研修英語Ｂ

海外研修英語Ｃ

英語ⅣＢ

英語ⅤＡ

英語ⅤＢ

英語ⅥＡ

英語ⅥＢ

ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠＡ

英語ⅡＥ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅣＡ

ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰＢ

ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰＣ

ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰＤ

小計（11科目）

ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠＢ

－

外
国
語
科
目

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

－

ガ
イ
ダ
ン
ス
科
目

ＩＣＡＯ概論

航空法Ⅰ

航空無線

電波法規

飛行の基礎

基礎数学

統計入門

ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰＡ

学
群
指
定
科
目

ｷﾘｽﾄ教と異文化理解

日本語表現Ⅰ

日本語表現Ⅱ

情報ﾘﾃﾗｼｰ

小計（4科目）

英語ⅡＣ

英語ⅡＤ

（航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

備考
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 1 ○ 1 集中

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 7 ○ 兼1

2後 7 ○ 兼3

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 5 3 2

3後 2 ○ 4 4 2

4前 2 ○ 5 2 1

4後 2 ○ 4 3 1

－ 8 58 0 6 5 2 0 0 兼9 －

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 2 2

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 2

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 1

－ 6 24 0 4 5 1 0 0 0 －

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 集中

2後 1 ○ 1 集中

3後 3 ○ 1 集中

2後 1 ○ 1 集中

2後 1 ○ 1 集中

3前 1 ○ 1 集中

2後 2 ○ 1 集中

2後 2 ○ 1 集中

3前 2 ○ 1 集中

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

航空安全Ⅱ

航空安全Ⅲ

航空に関する知識Ⅰ

航空に関する知識Ⅱ

航空に関する知識Ⅲ

－

健康管理と航空生理

操縦の基礎

ﾌﾗｲﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ特論Ⅰ

ﾌﾗｲﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ特論Ⅱ

ﾌﾗｲﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ特論Ⅲ

航空安全Ⅰ

航空機のﾃﾞｻﾞｲﾝと搭載されるｴﾝｼﾞﾝ

ｼﾞｪｯﾄ機の基礎

ＣＲＭ

自家用操縦士課程

空中航法Ⅳ

ﾋｭｰﾏﾝﾌｧｸﾀｰとﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

専攻演習Ⅰ

専攻演習Ⅱ

専攻演習Ⅲ

専攻演習Ⅳ

小計（29科目）

専
門
基
礎
科
目

航空気象Ⅰ

航空気象Ⅱ

航空気象Ⅲ

ＩＣＡＯ詳論

航空力学Ⅰ

航空力学Ⅱ

空中航法Ⅰ

空中航法Ⅱ

空中航法Ⅲ

小計（15科目）

経済学入門

ﾋﾞｼﾞﾈｽ統計と解析

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ入門

経営戦略入門

－

ﾏｸﾛ経済学

ﾐｸﾛ経済学

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ

実用海外英語

ＳＰＩ対策Ⅰ

ＳＰＩ対策Ⅱ

航空機の仕組みと構造Ⅰ

学
群
共
通
科
目

企業経営と情報

組織と心理

ﾋﾞｼﾞﾈｽ倫理

ｻｰﾋﾞｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ経営論

航空機の仕組みと構造Ⅱ

航空管制概論

日本の経営者

ﾋﾞｼﾞﾈｽ数字の読み方

現代ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後 1 ○ 1 集中

2後 1 ○ 1 集中

3前 1 ○ 1 集中

2後 4 ○ 1 集中

2後 3 ○ 1 集中

3前 5 ○ 1 集中

3前 3 ○ 1 集中

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 61 0 3 1 0 0 0 兼1 －

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 1 ○ 1 集中

2前 1 ○ 1 集中

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 6 ○ 1

－ 0 30 0 2 1 2 0 0 0 －

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 26 0 2 2 0 0 0 兼1 －

フ
ラ
イ
ト
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

専
門
応
用
科
目

整備基本業務演習

空港ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ論

労働安全衛生の仕組み

航空保安

整備関連航空法

小計（13科目）

－

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

安全管理ｼｽﾃﾑ論

航空機および装備品整備の仕組み

整備ﾏﾆｭｱﾙ英語

整備管理論Ⅰ

整備管理論Ⅱ

整備管理論Ⅲ

整備管理論Ⅳ

整備管理論Ⅴ

－

航空交通管制の仕組みⅠ

航空交通管制の仕組みⅡ

航空交通管制の仕組みⅢ

航空管制特論Ⅰ

航空管制特論Ⅱ

小計（14科目）

航
空
管
制
科
目
群

空港情報業務論

管制と気象

最低気象条件設定基準

出発進入経路設置基準

空港と地域環境との共生

ＡＴＭ／ＣＮＳ計画

管制情報処理ｼｽﾃﾑ

Safety Management System

航空交通管制ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞ計器飛行

国内ＡＴＣと飛行方式

国内のﾌﾗｲﾄにおける留意点

ＦＭＳ操作演習

小計（30科目） －

実用機の性能

大型機の操縦

ｴｱﾗｲﾝﾊﾟｲﾛｯﾄのための航空事故防止

ｴｱﾗｲﾝﾊﾟｲﾛｯﾄのためのＡＴＣ

応用航空気象Ⅰ

応用航空気象Ⅱ

操縦実技Ⅰ

操縦実技Ⅱ

操縦実技Ⅲ

操縦実技Ⅳ

操縦実技Ⅴ

電子航法

操縦に関する知識Ⅰ

操縦に関する知識Ⅱ

操縦に関する知識Ⅲ
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 29 0 2 2 0 0 0 兼1 －

－ 0 146 0 7 5 2 0 0 兼2 －

－ 34 285 0 8 7 3 0 0 兼19 －

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

　合は，この書類を作成する必要はない。

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

　2)専門基礎科目（必修科目６単位含む）と専門応用科目中専ら学修する各科目群から合計で30

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下の要件①～⑤を全て満たし，124単位以上を修得すること。

合計（158科目） －

学位又は称号 　学士（航空・マネジメント） 学位又は学科の分野 工学関係

民活空港運営法と空港民営化

空港運営と不動産関連法

小計（15科目） －

計（72科目） －

空港の騒音対策

空港の消火救難体制

航空政策論

　　単位修得すること。

空港施設論

空港経営論

空港経済論

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸｽ論

航空輸送論

交通経済論

国際交通論

交通経営論

航空事業論

空港の管理（監理）と運用

（注）

②ガイダンス科目から必修科目４単位を含む10単位を修得すること。

③外国語科目から必修科目８単位を含む16単位を修得すること。
１学期の
授業期間

１４週④下記1)，2)の要件を満たした上で学群共通科目，専門基礎科目，専門応用科目から合計60単位

　以上修得すること。

　1)学群共通科目から必修科目８単位含む16単位修得すること。
１時限の
授業時間

１００分

１学年の
学期区分

２学期①学群指定科目の必修科目8単位全てを修得すること。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

キリスト教と異文化理解

本学は，創立者・牧師である清水安三がキリスト教主義に基づいて創
設した大学である。本授業は，キリスト教に関する基本的知識を修得
し，建学の精神に対する理解を深めることを目的とする。キリスト教
は世界人口の約三分の一の人々によって信じられており，イスラム教
やユダヤ教とも関係が深く，異文化を理解し国際社会を読み解く上で
不可欠な世界宗教である。本授業を通して豊かな人生観・世界観・洞
察力を養い，21世紀のグローバル社会を担うに人物に相応しい教養を
修得することを期待するものである。

日本語表現Ⅰ

本授業では，文章をつくるトレーニングを通して，考えるクセを身に
つけ，自分を発信型の人間に変えていくことをめざす。言葉を磨く。
ものを幅広く深くみる力をつける。論理的な思考を身につける。自分
のメッセージをきちんと相手に伝えることのできる，説得力に富んだ
人間になる。他者の書いたものに接することで個性的な生き方を知
り，自分の可能性を広げる。——「書く」という営為がそれらすべての
出発点になる。そのために，文章に対する苦手意識を克服し，最終的
には社会で通用する「文章によるコミュニケーション能力」を修得す
る。

日本語表現Ⅱ

本授業では，人前で話すことへの苦手意識を克服し，自然体であがら
ずに，落ち着いて自己表現できる「口語表現能力」の開発を目指すと
ともに，筋道を立て，聞き手にわかりやすく伝えるコミュニケーショ
ン能力を身に付けることを目的とした授業である。コミュニケーショ
ン能力は，生まれつきのものではなく，訓練することでいくらでも上
達していく能力である。長い人生を一生「人前で話すのが苦手」で終
わらせることのないように，今の若いうちに話すことへの苦手意識を
克服し，自己表現能力を修得してもらいたい。

情報リテラシー

本授業では，大学生及び社会人としての活動において必須となってい
る，コンピュータ及びインターネットの活用に必要な基本的な能力の
育成を目標とする。具体的には，Windows 10を搭載したＰＣの基本操
作，インターネット(Ｗｅｂや電子メール)の活用法，ワープロソフト
(Microsoft Word 2016)を使用した文書作成技術，プレゼンテーショ
ンソフト(Microsoft PowerPoint 2016)を使用したプレゼンテーショ
ンの基礎，表計算ソフト(Microsoft Excel 2016)を使用したデータ処
理の基礎等を学修する。また，これらを通じて，ＰＣ及びインター
ネットを利用する上でのマナー，レポート作成のための知識と技術に
ついても学修する。

ＩＣＡＯ概論

ＩＣＡＯ(International Civil Aviation Oganization)とは，国際民
間航空が安全かつ整然と発達するように，また，国際航空運送業務が
機会均等主義に基づいて健全かつ経済的に運営されるように各国の協
力を図ることを目的として，1944年に採択された国際民間航空条約
（通称シカゴ条約）に基づき設置された国連専門機関である。この目
的のため，ＩＣＡＯは国際航空運送業務やハイジャック対策をはじめ
とするテロ対策等のための条約の作成，国際航空運送の安全・保安等
に関する国際標準・勧告方式やガイドラインの作成等を行っている。
航空憲法とも呼ばれるＩＣＡＯが作成する国際標準と勧告方式はシカ
ゴ条約の附属書（Annex)としてまとめられている。本授業では，航空
に携わる者の知識の根幹となるAnnexを紐解いていく。

航空法Ⅰ

航空に係る業務を行うには，その根底に流れる安全思想と利用者の利
便性とのバランスを理解することが大切である。航空業務に携わる者
は，その土台を知っておくために，専門知識と併せて航空法規を基礎
として学ぶ必要がある。航空法の根底に流れる考え方に触れること
で，航空機をより身近で公共の福祉に役立つ安全な乗り物として認知
していくことができる。本授業は講義形式で行い，国際民間航空条約
から始め，法律の条文を読み，その独特のリズムと言葉に触れなが
ら，航空法の各章を航空の現実と照らし合わせて考えていく。

航空無線

操縦士，航空管制業務，整備管理業務，空港管理業務に必要な国家資
格の一つである「航空無線通信士」資格を取得するために，試験科目
のうち「無線工学・電気通信術」に関する必須知識を講義形式で解説
する。具体には，航空無線通信士国家試験の要領の解説をはじめ，電
気と磁気の基礎知識，電気回路の基本，航空無線に係る電気回路及び
電子回答の基本と法則といった基礎的な知識の修得にはじまり，無線
通信，無線送受信装置，無線航法装置と電源，アンテナと給電線及び
電波伝搬等に関する知識を修得し，交流回路に関する具体的な演習を
行う。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

電波法規

操縦士，航空管制業務，整備管理業務，空港管理業務に必要な国家資
格の一つである「航空無線通信士」資格を取得するために，試験科目
のうち「法規」に関する必須知識を講義形式で解説する。具体的に
は，電波法の目的及び無線局の免許に関する解説をはじめとして，無
線設備や無線従事者に関することや運用方法等に関する知識，業務に
関する書類や監督に関すること及び万一の際の罰則等に関することに
ついての知識を修得していく。最終的には関連法令のまとめを行うこ
とで知識の習熟度を図る。

飛行の基礎

飛行機を操縦する者にとって，飛行の力学に関する物理学的な素養は
不可欠である。本授業では，ベクトル等数学的基礎から出発し，力学
及び流体力学を学ぶ。飛行機の翼に飛行機の質量を支える力が発生す
る物理理論を導出し，飛行のメカニズムを理解することを目標とす
る。授業においては，予備知識を把握し，ベクトルと力のバランス，
運動の法則，慣性力，力積と運動量，運動量保存則とエネルギー保存
則の理解に努め，ベクトル演算，流体力学の基礎方程式やベルヌーイ
の定理，レイノルズ数と風洞実験やナビエストークス方程式について
学修する。

基礎数学

数学は自然科学や工学に広く用いられている。本授業では，その基礎
として『三角関数』『ラジアン』『対数』『べき乗』『ベクトル』等
の概念と計算方法を学修する。諸定義の理解した上で，数理的な直観
を養うことを目指し，位置の表し方及びベクトルに関する理解，初等
関数の振る舞いに関する理解，一変数関数についての微分及び積分に
ついて理解した上で具体的な計算ができるようになることを目標とす
る。授業においては，ベクトルをはじめとして指数関数及び対数関
数，極限について，微分及び積分の公式や微分積分法の基本定理等を
学修する。

統計入門

現代におけるビジネスの現場においては，さまざまなデータが統計的
に処理され，活用されている。ビジネスの現場のみならず，統計学は
あらゆる学問や産業分野においても出る構築の基礎を与える数理情報
科学としての重要性が増しており，社会的なニーズが高まっている。
本授業では，その大前提としての調査手法の基礎を学修する。統計調
査の意義や手法を理解し，自らの言葉で説明できるようにするととも
に，自ら調査を企画し，具体的な調査票を設計することができるよう
になることを目指す。

アカデミックリテラシーＡ

社会人として必要な教養や心がまえ・マナー・態度を身につけ，社会
人としての常識を養う。課題提出や発表等を通じて，聴く・読む・調
べる・整理する・まとめる・書く・表現する・伝える等の，基礎的な
知識とスキルを修得する。将来，エアラインパイロットとして身を立
てようとする者として最低限必要な基礎的な知織，コミュニケーショ
ン能力を身につけるために必要な用語や単語も修得し，航空業界の現
状と問題点の洗い出しと理解にも注力する。

アカデミックリテラシーＢ

大学の学士課程における専門分野の学問を修得していくための準備と
して，聴く，読む，調べる，整理する，まとめる，書く，表現する，
伝えるといった基礎的なアカデミックスキルを修得する。これと同時
に，基礎学力の向上をはかるとともに，社会人として，また航空業界
に身を投じようとしている者として必要な心がまえやマナー，態度等
の修得にも努める。さらには，ビジネスにおける意思決定の根幹とな
る企業倫理やその重要性の理解，リアルタイムで起きている社会や経
済情勢の変化を新聞や文献等から読み解き，情報収集，調査，結果分
析の上で説明できるようにする。

アカデミックリテラシーＣ

エアラインパイロットである前に社会人として求められるスキル等の
復習を兼ねた学修をはじめ，これによって得たものを活かし，さらな
る理解の深化を図る。航空業務に従事する社会人の一人として期待さ
れ求められる常識的な知識及び考え方等についての学修を行う。ま
た，学外にある航空関係機関の第一線の現場の見学を行うことによ
り，航空に重要な役割をはかしている関係機関及び組織についての理
解を深めつつ，航空分野の社会人としての専門的視点からの常識及び
知識も涵養していく。

アカデミックリテラシーＤ

大学の学士課程における専門分野の学問を修得していくための準備と
して，聴く，読む，調べる，整理する，まとめる，書く，表現する，
伝えるといった基礎的なアカデミックスキルを修得する。この授業で
は，主に航空管制コース，整備管理コース，空港マネジメントコース
で専ら学修しようとする学生を対象とし，各コースに関連する業務や
ビジネスについての分析の基礎を学修する。また，専攻学習に向けて
グループまたは個人で特定の課題について調査し，レポートをまとめ
あげ，発表するまでの作業を行う。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

英語ⅠＡ

本授業ではＥＴＳ（Educational Testing Service）が開発するＴＯ
ＥＩＣ®について学びながら，目標とするＴＯＥＩＣ®スコアを獲得す
るために役立つ試験対策，試験戦略を教えていく。受講生は入学時に
受験したプレースメントテストの成績に応じたレベルのクラスへ配置
される。なお，すべての授業は英語で行われる。
また，この科目は留学を前提とした内容のため，航空・マネジメント
学群全学生への履修を強く推奨するものである。

英語ⅠＢ

本授業はＴＯＥＩＣ®テスト（リスニングテストとリーディングテス
ト）の準備に役立つ語学力及び，試験を受けるための戦略を身に付け
るための授業である。受講生はＴＯＥＩＣ®テスト（リスニングテス
トとリーディングテスト）の受験のため，語彙の構築，文法項目の確
認はもとりより，テストの形式に慣れることが重要である。
また，この科目は留学を前提とした内容のため，航空・マネジメント
学群全学生への履修を強く推奨するものである。

英語ⅡＡ

拡大するグローバル社会においては，高度な英語によるビジネスコ
ミュニケーションが求められる。本科目ではビジネスコミュニケー
ションに適した英語の基礎を学修する。リスニング，スピーキング，
リーディング，ライティングの４技能の運用能力を高めるだけでな
く，ＴＯＥＩＣ®テストにおいても得点を伸ばすのに役立つ授業と
なっている。
この科目は留学を前提とした内容のため，航空・マネジメント学群全
学生への履修を強く推奨するものである。

英語ⅡＢ

本授業は英語ⅠＡ・ⅠＢで培ってきたＴＯＥＩＣ®テスト対策と，英
語ⅡＡで学んできた英語コミュニケーションスキルを統合的にたかめ
るための授業である。ＴＯＥＩＣ®受験のためにテスト対策を勉強し
続けるだけでなく，留学プログラムに備えて英語のコミュニケーショ
ンスキルのトレーニングを導入していく。なお，すべての授業は英語
で行われる。また，この科目は留学を前提とした内容のため，航空・
マネジメント学群全学生への履修を強く推奨するものである。

英語ⅡＣ

本授業はリーディング，ライティング，スピーキング，リスニングの
４技能についてトレーニングを行う。
「英語ⅡＢ」ではＴＯＥＩＣ®対策が中心なのに対し，この科目では
英語によるコミュニケーションの基礎を学びながら，留学を想定した
トレーニングにより，より適切なコミュニケーションができるように
なることを目指す。なお，授業はすべて英語で行われる。
この科目は留学を前提としているため，フライトオペレーションコー
スの学生への履修を強く推奨する。

英語ⅡＤ

本授業はこれまで修得してきた英語技能の中でも特にリーディング，
ライティングの２技能に重点を置いてついてトレーニングを行うもの
とする。英字新聞や雑誌の購読と要約，学修成果や留学先での目標等
のエッセイ等，留学先での生活，学修を想定した訓練を重ねることに
より，より実践的な英語運用ができるようになることを目指す。な
お，授業はすべて英語で行われる。この科目は留学を前提としている
ため，フライトオペレーションコースの学生への履修を強く推奨す
る。

英語ⅡＥ

本授業はこれまで習得してきた英語技能の中でも特にスピーキングと
リスニングの２技能に重点を置いてトレーニングを行うものとする。
時事問題等様々なテーマに基づいたグループディスカッションとプレ
ゼンテーション，オンライン教材を使ったシャドウイング等を重点的
に行うことで，留学の準備を進める。なお，授業はすべて英語で行わ
れる。この科目は留学を前提としているため，フライトオペレーショ
ンコースの学生への履修を強く推奨する。

英語ⅢＡ

本授業はＴＯＥＩＣ® Reading & Listeningテストの目標スコア600点
を達成するための授業である。これまで培ってきた４技能を元にリス
ニング，リーディングスキルを更に発展させるため，ＴＯＥＩＣ®に
頻出単語の把握，語彙力の向上，精読・多読による読解力の向上を徹
底していく。
また，目標スコア達成に向けて出題傾向と対策についても授業で紹介
し，得意分野を活かしての戦略的な得点獲得方策についても検討して
いく。
なお，この授業は全て英語で行われる。

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

- 3 -



 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

英語ⅢＢ

本授業では４技能の中でもスピーキングやライティングというアウト
プットを主体とした学修が中心となる。「英語ⅡＤ」「英語ⅡＥ」に
引き続き，様々テーマに基づいたディスカッションやプレゼンテー
ション，エッセイ，レポート等の活動によって英語運用に慣れること
目的とする。
具体にはディスカッションにおける，質問の仕方や明確化，建設的な
フィードバック等のコミュニケーション方法の習得，エッセイやレ
ポートによる熟語，語彙力の拡大を目指す。
なお，この授業は全て英語で行われる。

英語ⅣＡ

本科目は，ＴＯＥＩＣ® Reading & Listeingテストで更に得点を伸ば
すための授業である。
本授業では４技能のうち，特にリスニングを中心に学修し，場面に応
じた英語の理解力，語彙力の向上を目的とする。また，授業内では環
境，物流，文化と伝統，健康と運動等さまざまなテーマに応じた批評
的なディスカッションを行うことで理解を深めていく。
最終的には文脈に応じた英語の理解と共に，幅広い知識の習得を目標
とする。なお，この授業は全て英語で行われる。

英語ⅣＢ

本授業は「英語ⅢＢ」から更に発展したディスカッションやプレゼン
テーションをはじめとした演習形式の授業である。
具体には，時事問題を中心に世界情勢や各地域の文化差をグループ
ワークを通じて紐解きながら，英語運用能力を高めていく。
この授業を通じて，スピーキングやリスニング能力を更に高め，ディ
スカッションをリードできるスキルの獲得を目標とする。また，英語
を使って自己表現や駆け引きができるようになることを目指す。な
お，この授業は全て英語で行われる。

英語ⅤＡ

本科目はＴＯＥＩＣ® Speaking & Writingテストで，目標スコアの
200点の獲得を目指すための科目である。
この授業では，得点を得るために必要な基準の理解や，問題の傾向や
タイムコントロールを学び，スピーキングやエッセイ構造の理解と実
践等を繰り返すことでスピーキングとライティング技能の向上を目指
す。本授業を通じて，出題傾向に慣れ，時間内に求められるタスクを
こなせるようレスポンスを上げることを目指していく。なお，この授
業は全て英語で行われる。

英語ⅤＢ

本授業では，これまでの英語運用能力を更に高めることを目指し，特
にライティング能力の向上を英文のコンポジションの観点から強化す
ることを目的とする。
具体には，段落内の構造や文章のアウトラインの分析，作成，フォー
マルな文章とカジュアルな文章の違い，長めのエッセイの作成等を行
う。本授業を通じて，一貫性のある文章構成，アウトラインを使って
文章を書く際に構造を作れるようになること，適切な引用の仕方等を
学ぶ。なお，この授業は全て英語で行われる。

英語ⅥＡ

本科目はＴＯＥＩＣ® Speaking & Writingテストで，目標スコアの
250点の獲得を目指すための科目である。
「英語ＶＡ」を更に発展させたこの授業では，目標スコア到達はもち
ろん，将来的に英語を使って仕事をすることを前提とする。
本授業を通じて，目標スコアの達成，オフィシャルな英語とカジュア
ルな英語の使い分け，さまざまなビジネス場面における対応，目的に
応じた対面，電話，e-mailでのコミュニケーションが取れるようにな
ることを目標とする。なお，この授業は全て英語で行われる。

英語ⅥＢ

本授業では，多くの学生が苦手とするスピーチを中心とした学修を行
う。人前でのスピーチに自信を付けることによって，リーダーシップ
を取ることに抵抗を無くし，良いプレゼンテーションやスピーチが将
来キャリを積む上で必要不可欠であることを認識してもらう。具体に
は，モデルとなる著名なスピーチの分析や非言語コミュニケーション
の効果，即興でのスピーチと振り返り等を行う。
なお，「英語ＶＢ」と同時履修することで，スピーチ原稿の作成に効
果的な学習効果が期待される。なお，この授業は全て英語で行われ
る。

アビエーション
イングリッシュⅠＡ

【フライトオペレーションコース】
本授業では，航空環境での作業に必要な英語の基本的なコミュニケー
ションスキルを学修する。学生は空港の運営，航空機の基本用語，シ
ステム，およびコントロールについて紹介する。なお，この授業は全
て英語で行われる。
【航空管制コース】
本授業は，航空管制官やパイロットが使用する英語に焦点を当てて、
飛行場管制業務のＡＴＣコミュニケーションに必要な基本的な手順等
について学修する。クラスは入学時に実施されるプレースメントテス
トの結果に従って配置される。なお，この授業は全て英語で行われ
る。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

アビエーション
イングリッシュⅠＢ

【フライトオペレーションコース】
本授業は，航空環境での作業に必要な英語の基本的なコミュニケー
ションスキルに焦点を当てる。学生は，天気，航海，飛行計画，基本
的な航空交通パターンの操作等，地上および飛行の操作を学修する。
なお，この授業は全て英語で行われる。
【航空管制コース】
本授業は，航空管制官やパイロットが使用する英語に焦点を当てた内
容である。進入時や航空交通管制のＡＴＣコミュニケーションに必要
な基本的な手順等について学修する。クラスは入学時に実施されるプ
レースメントテストの結果に従って配置される。なお，この授業は全
て英語で行われる。

アビエーション
イングリッシュⅡＡ

【フライトオペレーションコース】
本授業では，アビエーションイングリッシュⅠＡを発展させ，航空環
境での作業に必要な英語の応用的なコミュニケーションスキルを学修
する。空港の運営，航空機の基本用語，システム，およびコントロー
ルについて習得することを目標とする。なお，この授業は全て英語で
行われる。
【航空管制コース】
本授業は，航空管制官やパイロットが使用する英語に焦点を当ててい
る。アビエーションイングリッシュⅠＡに基づき，飛行場管制業務の
ＡＴＣコミュニケーションに必要な応用的な手順を学修する。クラス
は入学時に実施されるプレースメントテストの結果に従って配置され
る。なお，この授業は全て英語で行われる。

アビエーション
イングリッシュⅡＢ

【フライトオペレーションコース】
本授業では，アビエーションイングリッシュⅠＢを発展させ，航空環
境での作業に必要な英語の応用的なコミュニケーションスキルに焦点
を当てて学修する。天気，航海，飛行計画，基本的な航空交通パター
ンの操作等，地上および飛行の操作の習得を目標とする。なお，この
授業は全て英語で行われる。
【航空管制コース】
本授業は，航空管制官やパイロットが使用する英語に焦点を当て，ア
ビエーションイングリッシュⅠＢを更に発展させた内容となる。進入
時や航空交通管制のＡＴＣコミュニケーションに必要な応用的な手順
を学修する。クラスは入学時に実施されるプレースメントテストの結
果に従って配置される。なお，この授業は全て英語で行われる。

海外研修英語Ａ

航空業界において英語は非常に重要な言語である。このため，本学群
では海外留学を必須としており，本科目はその準備として開講され
る。授業はすべて英語で行われ，実践的にリスニング，スピーキン
グ，リーディング，ライティングの４技能を高めることを目標とし，
主としてリスニングに重点を置いて学修する。現地での生活や，学修
の場面に必要な技能のトレーニング等を中心に授業を行い，実際の場
面で基礎レベルでのコミュニケーションが取れる基礎的なレベルの英
語運用スキルの習得を目指す。

海外研修英語Ｂ

航空業界において英語は非常に重要な言語である。このため，本学群
では海外留学を必須としており，本科目はその準備として開講され
る。授業はすべて英語で行われ，実践的にリスニング，スピーキン
グ，リーディング，ライティングの４技能を高めることを目標とし，
主としてスピーキングに重点を置いて学修する。地での生活や，学修
の場面に必要な技能のトレーニング等を中心に授業を行い，実際の場
面で中級レベルでのコミュニケーションが取れる基礎的なレベルの英
語運用スキルの習得を目指す。

海外研修英語Ｃ

航空業界において英語は非常に重要な言語である。このため，本学群
では海外留学を必須としており，本科目はその準備として開講され
る。授業はすべて英語で行われ，実践的にリスニング，スピーキン
グ，リーディング，ライティングの４技能を高めることを目標とし，
主としてリーディングに重点を置いて学修する。現地での生活や，学
修の場面に必要な技能のトレーニング等を中心に授業を行い，実際の
場面で準上級レベルでのコミュニケーションが取れる基礎的なレベル
の英語運用スキルの習得を目指す。

海外研修英語Ｄ

航空業界において英語は非常に重要な言語である。このため，本学群
では海外留学を必須としており，本科目はその準備として開講され
る。授業はすべて英語で行われ，実践的にリスニング，スピーキン
グ，リーディング，ライティングの４技能を高めることを目標とし，
主としてライティングに重点を置いて学修する。現地での生活や，学
修の場面に必要な技能のトレーニング等を中心に授業を行い，実際の
場面で上級なレベルでのコミュニケーションが取れる基礎的なレベル
の英語運用スキルの習得を目指す。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

ＩＣＡＯ英語テストスキル

航空会社で働くパイロットはＩＣＡＯ(国際民間航空協定)の定める航
空英語検定の４級に合格することが求められている。この科目では航
空英語検定の求める航空管制上の用語の紹介や習得に止まらず，地
上，空中を問わず運航上起こり得る様々な状況を想定して，その状況
を管制官に英語で説明できる能力を養い２年次秋セメスターから桜美
林フライト訓練センターで行われる操縦訓練開始前に国際民間航空協
定に定める航空英語検定４級に合格する能力の涵養を目指す。授業は
すべて英語で実施する。

ＣＥＦＲ英語スキル

ＣＥＦＲとは，言語運用能力を評価するための国際的な指標である。
本授業では，入学以来リーディング，ヒヤリングのＴＯＥＩＣ®の２
技能を中心に行ってきた教育に新たにスピーキングとライティングの
２技能を加え，英語におけるリスニング，スピーキング，リーディン
グ，ライティングの基本４技能に焦点を当てた教育に変換していく。
リーディングとリスニングだけでなくこれら４技能の能力を総合的に
高めることで，履修者の英語運用能力をより高いＣＥＦＲレベルに押
し上げることを目的としている。

英語特論Ⅰ

本コースの英語授業は開始当初はリーディング，リスニングに重点を
置いたＴＯＥＩＣ®の２技能の英語能力，その後米国での海外研修中
に受講するＥＳＬと現地での生きた英語に触れてのコミュニケーショ
ン能力の向上，帰国後は４技能英語教育で総合力の向上を目指すカリ
キュラムを組んでいるが，本授業では，これまでの英語教育に加え航
空管制コースの学生が４年次春に受験予定の国家公務員航空管制官採
用試験で問われる英語能力のうち主に長文読解能力の補強を目指す。

英語特論Ⅱ

本コースの英語授業は開始当初はリーディング，リスニングに重点を
置いたＴＯＥＩＣ®の２技能の英語能力，その後米国での海外研修中
に受講するＥＳＬと現地での生きた英語に触れてのコミュニケーショ
ン能力の向上，帰国後は４技能英語教育で総合力の向上を目指すカリ
キュラムを組んでいるが，本授業では，これまでの英語教育に加え航
空管制コースの学生が４年次春に受験予定の国家公務員航空管制官採
用試験で問われる英語能力のうち主に長文読解能力の補強を目指す。

航空施設

この科目では，飛行場の種類と等級，施設の概要，滑走路帯の諸元と
標識，航空保安施設の種類と概要，ＶＯＲ，ＮＤＢ，ＤＭＥ，ＧＰＳ
等の航法援助施設，ＡＳＲ，ＰＡＲ等のレーダー設備，ＩＬＳ等の計
器着陸援助施設，航空灯台・飛行場灯火・航空障害灯等の灯火設備
等，その設置目的・設置基準・覆域及びその運用について学修する。
飛行場の種類や飛行場施設の概要，滑走路の標識，航空保安施設の種
類と概要，航法援助施設，レーダー及び飛行場灯火等の設置目的や設
置基準とその運用を理解することを目標とする。

航空法Ⅱ

航空に係る業務を行うには，その根底に流れる安全思想と利用者の利
便性とのバランスを理解することが大切となる。航空業務に携わる者
は，その土台を知っておくために，専門知識と併せて航空法規を基礎
として学ぶ必要がある。また，航空法の根底に流れる考え方に触れる
ことで，航空機をより身近で公共の福祉に役立つ安全な乗り物として
認知していくことができる。本授業は講義形式で行い，国際民間航空
条約から始め，法律の条文を読み，その独特のリズムと言葉に触れな
がら，航空法の各章を航空の現実と照らし合わせて考えていく。

飛行場概論

本授業はＩＣＡＯ Annexに定める滑走路，誘導路，駐機場，標識，灯
火，無線施設，無線標識，管制塔，救難消防施設，入国管理業務，動
植物検疫，税関　等からなる飛行場の定義や日本の空港法にいう空港
の定義に始まり，国内空港の整備の沿革，空港に必要な施設と設置基
準，旅客・貨物ターミナルの構成と規模，空港整備の制度と建設管理
運営及びそれに関わる交通アクセス等の概略について学修し，空港の
全体像を掴むことを目的に解説する。

航空機の仕組みと構造Ⅰ

航空機に関する基本事項を理解することを目的とする。つまり航空機
の各部名称，地上及び上空で加わる荷重，それを支える各種材料と構
造の基本について学修する。さらに，航空機に使われている各システ
ムの基本についても理解を深める。航空機胴体や翼の構造や航空機の
主要なシステムや仕組みについて説明できることを目標として，授業
においては，航空機の一般的な理解と材料力学の基礎をはじめ，航空
機に使用されている材料や構造の種類，胴体・主翼・尾翼・窓・扉・
パイロン・ナセル等の構造，油圧・操縦・着陸・燃料・空気圧・空
調・与圧・酸素・防火及び防除氷の各系統について学修する。

航空機の仕組みと構造Ⅱ

航空機に関する基本事項の更なる理解を図ることを目的とする。航空
機の仕組みと構造Ⅰで学修したことを踏まえ，航空機で使われている
各系統の仕組みについて詳しく学修する。航空機に使用されるエンジ
ン，航空機電気，航空機電気各システムについて説明できることを目
標とし，授業では，エンジン，発電機と電動機，電力の変換や蓄電
池，回路保護装置，各種計器に関する理解を図る。併せて，航空従事
者としてひつような航空機システムの関連知識の修得にも努めるとと
もに，操縦士技能証明学科試験受験のための準備も行う。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

航空管制概論

現代の航空機の運航におけるパイロットと管制官の連携は不可欠なも
のとなっている。本授業においては，空港を取り巻く航空管制業務全
般を理解するために，航空管制の歴史，管制業務の種類，管制方式基
準等を理解し，管制業務で使用する基本的な単位，略号，用語及び通
信要領を学修する。また，飛行に関わる基本的な規定である計器気象
状態と有視界飛行状態，管制空域と非管制空域，巡航高度と高度計規
正，位置通報と待機，飛行計画等について理解する。

日本の経営者

明治維新後の日本は，欧米先進諸国に追いつけ追い越せで資本主義化
にまい進した。また，第二次世界大戦後の日本は，国際的な影響も
あって高度経済成長を遂げ，日本的経営が世界で注目を浴びることに
なったが，グローバル化進展の中，日本的経営を固守することが困難
になってきた。本授業においては，このような状況にあっても世界的
に知られるようになった日本の経営者を取り上げる。経営者の実践の
みならず，その背後にあった考え方（哲学や思想），思想形成のプロ
セス，時代背景等を学術的に学修する。

ビジネス数字の読み方

授業を受ける学生が，卒業後にビジネスの世界において働くことを想
定して，ビジネスパーソンに必要な「数字力」（数学力ではない）を
修得することを目的とした授業を展開する。ビジネスの現場で何が起
こっているのか，ビジネスを取り巻く日本や世界の経済はどう動いて
いるのか等を「数字」で考えることは大切である。「日本経済新
聞」，「日経電子版」や「有価証券報告書」等を材料とし，深く読む
ための経済や会計の基本的な知識についても説明する。

現代ホスピタリティ

近年，「ホスピタリティ」というワードが盛んに使用される機会が増
え，多くの産業でビジネス上のキーワードとなっている。本授業にお
いては，まず「ホスピタリティ」とは何かを知り，何故ホスピタリ
ティがビジネス上のキーワードなのかを考える機会を設ける。多様な
実践例も紹介しながら，ホスピタリティの基本概念について学修す
る。授業レポートや調査課題も義務づけ，バズセッションやグループ
ディスカッション（フィッシュ・ボール）等も実施する。

経済学入門

本授業では，初めて経済学に触れる学生諸君を対象に，経済学を学ぶ
意義を伝えることを目的とする。講義の内容は「経済学の全体像」と
現代経済学の根幹となる「ミクロ経済学」及ぴ「マクロ経済学」の三
部から構成され，オリジナル教材を使い説明する。具体的に，第一部
では経済学の起源，経済の問題，経済学的な考え方等を体系的に講義
する。第二部と第三部では，実際の経済現象や経済問題を取り上げな
がら，ミクロ経済学の骨子(市場価格の決定メカニズムと諸要因)とマ
クロ経済学の骨子(国民所得と諸問題)を説明する。

ビジネス統計と解析

ビジネスの現場においては，状況を理解するために数値によって把握
することが重要である。統計に関する知識は，まさにこのために活用
可能なものである。この講義は，一般に用いられている統計に関する
知識・技術を身につけることを目的とする。初歩的な手法から，デー
タマイニング等にも使われる手法を実践的に紹介する。また，分析し
た数値を図表等で可視化するスキルも修得する。論文や各種レポート
の作成のみならず，社会に出てからも役に立つ知識やスキル等が身に
つく授業である。

マーケティング入門

マーケティングは商品と顧客の創造に深く関係しており，特に後者に
強く関連する活動である。社会人としてビジネスの最前線に立って実
務を遂行するにあたって，それがどんな業務であっても，マーケティ
ング的な視点，手法等が役に立つことを実感するであろう。本授業で
は，現代企業のマーケティング活動における基本的理論と実際の知識
を，「基本的な考え方」，「マーケティングのマネジメント」，「関
係のマネジメント」という構成で学修する。

経営戦略入門

現代の企業が成長・発展を遂げるためには環境変化に対応し，またそ
の変化を先取りするような経営を展開していかなければならない。そ
の企業行動に一定の方向性や指針を提供するものが経営戦略にほかな
らない。その意味では，経営戦略の策定と実行は現代の企業にとって
は不可欠の課題であると言って良い。本授業では，最近の企業を取り
巻く環境変化を視野に入れつつ，経営戦略の基本的で，かつ最新の課
題について，理論と実践の両面から検討していく。日本企業の事例や
ホットなトピックスを織り込みながら講義していく予定である。

企業経営と情報

本授業では，企業活動に不可欠である「情報」について，企業におけ
るその種類や収集方法，管理方法，活用手法の基礎について解説す
る。人口が減少し国内市場（マーケット）が縮小傾向にある中で，企
業は単にものを作り，販売するだけでは，売り上げや利益が十分に上
げられない時代になっている。その様な環境下で，企業はどの様な情
報をいかに活用すれば，競合他社（ライバル）に対し競争優位となれ
るのか，その基本的な考え方を学修する。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

組織と心理

現代は組織の時代といわれている。人は好むと好まざるとに関わら
ず，組織の中で生きていかなければならない。本授業では，組織の中
での個人や集団の行動を理解するため，心理学的あるいは社会心理学
的側面に焦点を当て，動機づけ，リーダーシップ等の重要テーマを中
心に学修する。本授業は，米国のビジネススクールで用いられる組織
行動論の標準的なテキストをベースに行う。また，ケーススタディを
用いたグループワークを取り入れ，授業内容の理解促進を図る。

ビジネス倫理

昨今，企業の不祥事が頻発しており，社会の厳しい目にさらされると
ともに，企業の倫理観が問題として大きく取上げられている。企業倫
理とは本来，企業における不正をなくすための対処法ではなく，企業
が長期にわたり経営を行っていくための基本的な価値観である。本授
業では，企業を取巻くステークホルダーである消費者，従業員，株
主，地域社会等に対し，企業倫理に基づきいかに誠実に行動すべき
か，実際のケースから考察する。また，企業の社会性について企業の
社会的責任（CSR）と共通価値の創造（CSV）といった新しい理論に基
づき学修する。

サービスマネジメント

「サービス･マネジメント」に関する議論はサービス経済の潮流とと
もに1980年代から加速度的に広まってきた，経営学的に比較的歴史の
浅い分野である。しかし，近年は目を見張る発展を遂げており，サー
ビス・ホスピタリティ産業，及び当該産業従事者の占める割合は産業
全体の70%を超え，今後も国内外で重要度は増す。本授業では，基礎
的な「サービスの特性」からスタートし，高品質なサービスを創出し
うるシステム，マネジメントの在り方を考察し，喫緊の課題である
「サービスの生産性向上」に至るまでの「サービス・マネジメント」
の基礎的な論点と同時に，ホスピタリティマネジメントにおいても豊
富な事例研究によって学修する。

ホスピタリティ
マネジメント

外国人旅行者の急増等に伴い，ホテル・旅館の稼働率が上昇している
一方，高齢化に伴う国内需要は先細ることが見込まれている。本授業
では，集客施設等における「ホスピタリティ」の概要を理解した上
で，開発プロジェクトでどのような「マネジメント」を行うかを学修
する。具体的には，ホスピタリティとは何か，各施設等の分類，収益
構造，開発費用の算定，事業性の判断基準，資金調達方法，契約書，
運営方式，プロジェクトマネジメント等，それぞれの視点から開発プ
ロジェクトを深掘りする。

ホスピタリティ経営論

旅行，航空，宿泊，外食等の主要ホスピタリティ・ビジネスを例に，
ホスピタリティ・ビジネスの概史と基本構造を学修する。ホスピタリ
ティ・ビジネスの経営（戦略・管理）における課題と展望を多様な事
例も交える。毎回講義中に複数の質問をし，各自の意見・考えをレ
ポートにまとめてもらう。「考える」「自分の考えを記述する」ト
レーニングへの積極的な取組みに期待する。ホスピタリティ・ビジネ
スの諸課題について多面的な視点から本質を考え，自らの考えを論理
的に記述することができることを目標とする。

マクロ経済学

本授業では，マクロ経済学の基本的な知識を身に付けることを目的と
する。講義の内容は財市場，貨幣市場及び労働市場を巡り「マクロ経
済学の基礎」，「マクロ経済変動」，「最新のマクロ経済学」の三部
で構成される。第一部ではマクロ経済活動の測定や完全雇用モデル，
貨幣と銀行システム等，第二部では経済変動の理論，インフレーショ
ンと失業，マクロ経済政策等，第三部では国際金融システム，経済発
展と移行経済等のトピックを取り上げて行う。

ミクロ経済学

本授業では，ビジネス現場で役に立つミクロ経済学の基本的な知識を
身に付けることを目的とする。講義の内容は，「ミクロ経済学の基
本」，「ミクロ経済学の発展」と「最新のミクロ経済学」の三部で構
成される。具体的に，第一部では完全市場の下で社会における最小の
経済主体である家計と企業の合理的な行動の分析，第二部では不完全
市場における独占・寡占競争と関連問題，第三部では資産の運用，技
術進歩，環境経済学等のトピックを取り上げて講義する。

フィールドワーク

本授業は，主として航空管制コース，整備管理コース，空港マネジメ
ントコースのいずれかを専ら学修する学生向けの授業である。米国・
シアトル周辺にある本学提携校に学生を派遣し，米国における航空関
連業務及び空港関連業務の実態を知るとともに理解を深め，その実際
について学修する。具体には，シアトル周辺の大規模空港，中規模空
港，小規模空港の運営の実際や，航空管制の学修ができる大学での学
修，航空機製造会社や航空機部品製造会社での研修等を行う。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

実用海外英語

本授業は，主として航空管制コース，整備管理コース，空港マネジメ
ントコースのいずれかを専ら学修する学生が履修する授業である。授
業はすべて英語のみで行う。米国・シアトル周辺にある本学の海外提
携校において，語学力の向上を見据えた英語学修をはじめ，航空業界
に関連する専門的な英語力の修得にも注力する。単なる語学学修では
なく，生きた実践的な英語を身につけることにより，航空業界が求め
る以上の語学力の修得を目標として展開する。

ＳＰＩ対策Ⅰ

多くの企業では，採用に際し，入社後の育成が困難で，短時間の面接
では確認しにくい人間行動のベースとなる領域を可視化しやすいツー
ルとして，リクルート社が開発した適性検査（ＳＰＩ３）を採用して
いる。本授業ではこれに対応するため，数字を理解する非言語系，語
句や文章を理解する言語系に分類し，基礎力の徹底を図る。また，近
年の就職活動の多様化を受け，就職活動で求められるノウハウやスキ
ル，課題発見力，プレゼンテーション能力，グループ学習，協働力等
も学修する。

ＳＰＩ対策Ⅱ

多くの企業では，採用に際し，入社後の育成が困難で，短時間の面接
では確認しにくい人間行動のベースとなる領域を可視化しやすいツー
ルとして，リクルート社が開発した適性検査（ＳＰＩ３）を採用して
いる。これに対応するため，本授業ではＳＰＩ対策Ⅰで修得した知識
等をベースに，数字を理解する非言語系，語句や文章を理解する言語
系に分類した上で，グループによる学修を通して習熟度及び応用力の
向上を図る。また，企業等への就職活動のための具体のプロセス等に
ついても学修する。

専攻演習Ⅰ

フライトオペレーションコース，航空管制コース，整備管理コース，
空港マネジメントコースの各コースで専ら学修し，修得した知識及び
技能等を機軸として，かつそれらを手懸かりとして自ら関心のある分
野においてそれぞれ課題を見出し，課題の解決に向かっていくべく調
査等を進めていく。本演習では，自らが解決方法を模索し，最終的に
纏め上げる手順を通して実践するための，課題解決能力涵養の契機と
するとともに，簡単な調査結果の発表も行う。

専攻演習Ⅱ

専攻演習Ⅰで修得した課題解決能力を基に，自ら関心のある分野にお
けるテーマを設定し，グループまたは個人における調査及び研究を進
めていく。個人研究テーマにおいては研究成果を順次プレゼンテー
ションすることにより，メンバー間の共有化を図るとともに知識を拡
充を図る。グループ研究においては研究テーマを決め共同作業による
研究を進める。スケジュール調整と管理，役割分担，リーダーシップ
とフォロワーシップ，チームワーク，目標達成等の重要性を学修す
る。

専攻演習Ⅲ

この授業においては，「専攻演習Ⅰ」及び「専攻演習Ⅱ」において取
り組んできた航空に関連する研究テーマについて，学生一人ひとりの
研究分野を一層の深化を図っていく。これとともに，その研究成果を
順次プレゼンテーション形式で進めていく。その一方で，共通テーマ
を有するグループ構成によるグループ研究も同時に進めていくことと
している。授業期間中には航空業界の現役関係者等を招へいし，航空
業界の現状と課題，問題点等を知る機会も設ける。

専攻演習Ⅳ

専攻演習Ⅲに続き，個人で設定したテーマによる研究活動，プレゼン
テーションを順次行い，航空業界を中心とした諸問題の現状と問題
点，解決方法等の知識を深め，共有するとともに，航空業界をはじめ
とする社会で求められる能力を修得する。また，時事問題等から課題
を得て討議し，メンバー各自の社会常識の強化，問題意識と考え方，
説得力，理解力，聴く力，共感力も学修する。さらに，進路分野の企
業研究や情報収集を行い，メンバー相互による情報交換，航空業界現
役関係者による特別講義等により，航空業界の最新状況も修得する。
これらの総仕上げとして，個人研究課題に関する研究成果を纏め上げ
る。

航空気象Ⅰ

航空気象学は，航空機運航に大きな影響を与える「大気の物理」及び
「大気の運動」を学修し，理解し，実運航に活用できるようにするた
めの教科目である。本授業では，地球大気，温度，気圧，風，雲及び
降水等気象学の基礎となる物質，物理量，物理法則，概念等を初歩か
ら学修するとともに，気象通報式（実況）や地上天気図の読み方等に
ついても学修する。「大気の物理」「大気の運動」の基礎的内容，航
空気象通報式（実況）の解読及び通報内容の客観的な把握，地上天気
図の基礎的内容の理解をした上で説明できることを目標とする。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

航空気象Ⅱ

航空気象学は，航空機運航に大きな影響を与える「大気の物理」及び
「大気の運動」を学修し，理解し，実運航に活用できるようにするた
めの教科目である。本授業では，気団，高・低気圧，偏西風波動，前
線，雷雨，熱帯低気圧等の気象学の基礎を学修するとともに，気象通
報式（予報）や構想天気図，断熱図の読み方等についても学修する。
「大気の物理」「大気の運動」の基礎的内容，航空気象通報式（予
報）解読し，予報内容の客観的な把握，構想天気図や断熱図の基礎的
内容の理解をした上で，説明できることを目標とする。

航空気象Ⅲ

航空気象学は，航空機運航に大きな影響を与える「大気の物理」及び
「大気の運動」を学修し，理解し，実運航に活用できるようにするた
めの教科目である。航空気象Ⅲでは，乱気流，着氷，雷電等航空機運
航に悪影響を与える，あるいは計器気象状態下で遭遇し得る気象の基
礎を学修するとともに，悪天予想図等数値予報天気図の読み方等につ
いても学修する。「大気の物理」「大気の運動」の基礎的内容，航空
機運航に悪影響を与える気象，計器気象状態下で遭遇し得る気象，悪
天予想図等数値予報天気図の基礎的内容の理解をした上で，説明でき
ることを目標とする。

ＩＣＡＯ詳論

ＩＣＡＯ概論で修得した理解と知識を基に，学生一人ひとりが専ら学
ぶコースの特性に応じた項目について，さらに詳しく紐解き，理解の
一層の向上を図る。
【フライトオペレーションコース】
フライトオペレーションに直接関わりのあるAnnexやManual of
Radiotelephony PANS-OPS,PANS-ATM等について詳しく学修する。
【交通管制コース】
航空管制に直接関わりのあるChapterについて，特にTERPｓ，PANSRAC
等について詳しく学修する。
【整備マネジメントコース】
整備や整備管理に直接関わりのあるAnnexについて，特にＦＡＲ，Ｊ
ＡＲ，国内法のうち関連部分について詳しく学修する。
【空港マネジメントコース】
空港に関するAnnexをさらに詳しく解説するとともに，空港関連法規
類まで解説し，理解を深化を図る。

航空力学Ⅰ

航空力学Ⅰにおいては，空気の基本的性質，すなわち空気の圧縮性，
連続の方程式，べルヌーイの定理，圧力係数，摩擦力，境界層と剥離
等の流体力学の基礎，対気速度，翼等の機体構成各部の機能やそれら
に働く空力特性等の空力性能，飛行機各部及び全体の役割と特性等を
学修する。さらに，プロペラによる推力の発生と特性についても併せ
て学修していく。流体力学の基礎を理解した上で連続の式やベルヌー
イの式，揚力発生メカニズム，プロペラによる推力発生メカニズムを
説明できることを目標とする。

航空力学Ⅱ

航空力学Ⅰで修得した知識を基に，航空力学に関する事項の理解の深
化を図ることを目的とする。具体には，必要馬力と利用馬力，高速性
能・上昇性能・巡航性能・滑空性能・旋回性能等の性能に関する要素
とその特性，運動包囲線図と突風包囲線図，Ｎ類小型飛行機の離陸性
能と着陸性能に関する航空法要件と条件，重心の区分と重心位置の算
出等，実際の飛行に即した性能一般について学修する。航空機の安
定，航空機の操縦一般及び性能一般，運行上重要な重量と重心位置に
ついて計算ができることを目標とする。

空中航法Ⅰ

航空機の運航において使用される航法の種類，地球の座標に関する定
義，及び空中航法に使用される法要素の諸元等に関する基礎知識を修
得する。
また航空図の種類とその使用法や飛行計画，及び実際の飛行において
必要とされるチャートプロティングの要領，航法計算版を使用した風
力三角形の解法等に関する基本的な事項についても学修する。具体に
は，航法の種類，地球に関する基本的な理解，方向・距離・時間の概
念，磁気羅針儀，高度計及び速度計，地文航法，無線航法等の知識を
涵養する。ＦＴＤ（飛行訓練装置）を活用する。

空中航法Ⅱ

空中航法Ⅰで修得した航法の基礎を用いて，風に対する修正進路の算
出，途中地点の通過予定時刻の算出方法を学修する。また，実際の飛
行と差異があった場合に，風を算出し，算出した風を利用して新たな
進路の計算，目的地点への到達時間の算出方法等についても学修す
る。具体には，飛行計画（航路１選定，航路測定，風の計算），地文
航法（風力三角形，飛行計画作成，航路２選定，飛行計画作成），推
測航法（図上演習），無線航法，相対運動等について学修を重ね，理
解の深化を図る。

空中航法Ⅲ

空中航法Ⅱで修得した知識と技術を基礎に，風に対する修正進路の算
出，途中地点の通過予定時刻を算出するとともに，実際の飛行と差異
があった場合の風の算出及びそれを活用した新たな進路計算，目的地
点への到達時間を算出する。また，ＶＦＲ状態での野外飛行のナビ
ゲーションの実際やダイバージョン等，様々な状況に遭遇した際の対
処方法等を複合的に考えていくことによって，航空安全の観点から
ヒューマンファクターについても学修する。

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

空中航法Ⅳ

この授業においては，空中航法Ⅲまでに修得した知識と技術をベース
として，ＩＦＲ状態でのナビゲーションログを作成し，風に対する修
正進路の算出，途中地点の通過予定時刻の算出を行い，さらに作成し
たナビゲーションログに対して，実際の飛行と差異があった場合に，
風を算出し，算出した風を利用して新たな進路の計算，目的地点への
到達時間を算出する。さらには，ナビゲーションの実際と，ダイバー
ジョンプラン等についても学修する。

ヒューマンファクターと
リスクマネジメント

高度に発達した現代社会では，一つのミスが重大なアクシデントやイ
ンシデントに発展し，それが人の負傷や死亡に繋がり，財産が失わ
れ，社会システムに多大な影響を与えることとなる。本授業では，安
全で効率的な運航を維持するために，運航乗務員として必要なヒュー
マンファクターに関する知識及び実践的な行動について概説する。併
せて，安全で効率的な運航を維持するために，運航乗務員として必要
なヒューマンファクターに関する知識および実践的な行動について論
じる。

航空機のデザインと
搭載されるエンジン

航空機の運航について考える上で非常に大切な要素である航空機の航
続距離や収容人数等のデザインコンセプト，重量，サイズ，離着陸性
能学び，併せて搭載されるエンジンの基本的な構造と性能，騒音，排
気の及ぼす範囲等について解説する。具体には，ディーゼルエンジン
に関する概念，出力，仕組みの学修及びタービンエンジンの作動原理
と概要，種類，構造，出力等について学修していく。航空機に搭載さ
れているディーゼルエンジン及びタービンエンジンの概要やタービン
エンジンについての出力を支配する要素について理解した上で説明で
きることを目標とする。

ジェット機の基礎

イギリスＣＡＡのテスト・パイロットCapt. Daviesの“Handling the
big jets”は，ピストン・エンジン機とジェット機の飛行特性上の重
要な相違と，ジェット機の取り扱い面での留意点を解説した名著であ
る。その分類項目を活用し，ジェット輸送機の特性を学修する。具体
には，現代のジェット旅客機の特徴，後退翼，層流翼，重心移動とス
タビライザートリム，ピッチコントロール，ラテラルコントロール，
離陸性能，情報性能，巡航性能，降下性能，着陸性能等を学修してい
く。

ＣＲＭ

本授業では「ヒューマンファクターとリスクマネジメント」において
修得した知識を基礎として，それぞれのコースでのＣＲＭ，すなわち
フライトオペレーションコースではCockpit Resource Managementま
たはCrew Resource　Management，航空管制コースではTeam Resource
Management，整備管理コースと空港マネジメントコースでは
Coopprate esource Managementとして置き換え，ティーム内で対立や
インシデント，アクシデントの要因となるスレットを感知してそれに
対処し様々なケーすや組織内のリスクを軽減し事故を未然に防止して
いくかの手法を学修する。

自家用操縦士課程

航空の基本要素である航空機，その操縦の基礎は将来航空の分野での
活躍を志す学生にとって必須であるとの考えからフライトオペレー
ション以外のコースの学生にも必修の授業である。操縦の実技は行わ
ないものの自家用操縦士の教育課程と同等の内容，すなわち機体各部
の名称とその作動と役割，基本計器とその表示，飛行の原理，機体の
構造，搭載されるエンジン，航空機の性能，操縦の基礎，飛行場周辺
の空域や基本的な航空管制等の基本を学修する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

科
目
群

健康管理と航空生理

本授業では，航空機操縦士を目指す学生に対し，飛行時の安全阻害要
因の発生時期や可能性及びそのときの身体・感覚の兆候と対応策を正
しく理解させる。また，日常の正しい生活習慣の維持により安全阻害
要因の発生可能性を低減することの重要性を認識させることにより，
航空機運航時の安全性確保のために不可欠な航空生理の知識を教授す
ることを目的としている。具体には，飛行に伴う低酸素症や減圧症，
視覚や平衡器官の機能限界による空間識失調や錯覚，及び，疲労・ス
トレス・喫煙・飲酒・服薬等が飛行に及ぼす影響について教授すると
ともに，パイロットに必要な日常の健康管理や生活習慣病に関する知
識について理解させる。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦の基礎

本授業では，飛行訓練未経験者を対象として，飛行機の操縦に関する
基礎知識及び操縦要領について解説する。自家用及び事業用操縦士訓
練に係る全ての訓練科目について，各科目の実施要領・到達レベルを
示すとともに，飛行準備から着陸後の手順までの操縦法を学修する。
具体には，操縦と航空機の姿勢，スキャンの方法，旋回と上昇降下，
離着陸操作の基本，横風離陸及び着陸，低空域空中操作等を学修す
る。これらの学修により，飛行機の操縦の原理原則とその目的を理解
することを目標とする。

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

フライトオペレーション
特論Ⅰ

フライトオペレーション特論Ⅰにおいては，事業用操縦士に要求され
る資質及び事業用操縦士に業務範囲のまとめと航空力学及び航空気
象，航空施設等の知識の整理を総合的に学修する。具体には，航空施
設の概要，事業用操縦士の業務範囲，航空法のレビューと航空施設，
小型機の機体構造とその材質及び搭載するエンジンとその性能，事業
用空中航法とクロスカントリー飛行，航空気象の観測と予報及びその
通報方式，小型機の電装品，操縦と航空力学，航空交通管制の要領と
通則等を学修する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

フライトオペレーション
特論Ⅱ

フライトオペレーション特論Ⅱにおいては，計器飛行証明に要求され
る資質及び知識並びに計器飛行証明の業務範囲の纏めと，計器飛行に
必要な航空気象，航空管制，通信，航空法等の知識の整理を総合的に
学修する。具体には，計器航空法，計器航空施設，計器気象，計器航
法，計器航空施設，計器航空法等について理解の深化を図っていく。
計器飛行証明学科試験の内容を十分に理解し，正解を導き出すことが
できるようになることを目標とする。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

科
目
群

フライトオペレーション
特論Ⅲ

フライトオペレーション特論Ⅲにおいては，「日本国 航空法」及び
「計器飛行による出発方式・進入方式・最低気象条件等の飛行方式設
定基準」の理解，「管制方式基準」等の解説を行う。併せて計器飛行
による空中操作・野外飛行の方法や許容誤差の範囲等，技能証明に関
する判定基準を解説する。具体には，飛行方式設置基準，ＡＴＣ，計
器飛行方式における出発から到着までの流れ，Chart Reading，航空
法，最低気象条件等の知識等を修得する，ＪＣＡＢ操縦士実地試験
（計器飛行証明）の口述試験合格レベル以上の知識の修得を目標とす
る。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

科
目
群

航空安全Ⅰ

本授業では，米国において自家用操縦士過程の飛行訓練を開始するに
あたり，基本的な航空安全に関する必要な知識を教授する。すなわち
飛行前の準備，飛行前点検の方法とその注意事項，エンジン始動時の
注意事項，地上走行時の安全対策，離陸断念時の安全対策，離陸直後
の発動機の停止または不具合時の緊急着地に対する安全対策と考え
方，障害物や他機への監視の重要性，場周経路からの離脱と進入の手
順，着地時機軸の修正やバウンスに陥ってしまった時の安全対策等に
ついて操縦法のみに重点を置くのではなく安全という観点からの考え
方を教授する｡

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

科
目
群

航空安全Ⅱ

本授業では，米国において自家用操縦士の資格を付与されたものに対
して計器飛行証明取得のための訓練を開始するにあたり，計器飛行に
関する必要な航空安全の知識を教授する。もっぱら外の景色に依存し
て有視界飛行気象状態で行う飛行訓練と異なり，計器飛行気象状態ま
たは模擬計器飛行気象状態で行う計器飛行訓練では外部監視が疎かに
なりがちになるため，それに対応した安全対策と考え方，また計器飛
行方式による飛行では管制承認からの逸脱は致命傷になり得ることか
らその交信技法のみならずいかに正確な意思疎通ができるかとの観点
からの航空管制を考え，計器飛行気象状態下での不測の事態への対処
に重点を置いて教授する｡

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

航空安全Ⅲ

本授業では，米国において自家用操縦士技能証明と計器飛行証明を取
得したものが陸上双発飛行機を用いて事業用操縦士技能証明取得訓練
を開始するに当たり必要な航空安全に係る知識を教授する。臨界発動
機や最低空中操縦速度といった双発機の特性とそれにかかわる操縦法
と安全の観点からのそれら特性の考え方について講義し，航空安全
Ⅰ，Ⅱと異なり事業用という機長業務の可能な技能証明取得に挑むプ
ロフェッショナルとしての意識の醸成を含めた航空安全に係る知識を
教授する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

航空に関する知識Ⅰ

本授業では，米国において自家用操縦士資格取得訓練飛行を開始する
にあたって必要な使用訓練機材の飛行規程，エンジン，機体にかかわ
る各種の制限値，初歩的な航空気象と気象通報式，航空情報，訓練使
用機材使用状況，整備状況等の情報収集とその解読の仕方，自家用レ
ベルの野外飛行に必要な空中航法およびその要領，制限空域，対空通
信の要領と使用する語彙，使用が予想される各空港の出発および進入
の要領，航空法規の基本的かつ実用的な知識を教授する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

科
目
群

航空に関する知識Ⅱ

本授業では，本授業では，米国において自家用操縦士の資格を付与さ
れたものに対して計器飛行証明取得のための訓練を開始するにあた
り，計器飛行に関する必要かつ実用的な知識を教授する。計器飛行気
象状態にかかる航空気象と気象通報式，計器飛行に必要な航空情報，
訓練使用機材使用状況，整備状況等の情報収集とその解読の仕方，計
器飛行方式または模擬計器飛行での野外飛行に必要な航法要領，制限
空域，対空通信の要領と使用する語彙，使用が予想される各空港の計
器出発および計器進入方式の規則と要領，航空法規の基本的かつ実用
的な知識を教授する。

- 12 -



 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

航空に関する知識Ⅲ

本授業では，米国において自家用操縦士技能証明と計器飛行証明を取
得したものが陸上双発飛行機を用いて事業用操縦士技能証明取得訓練
を開始するに当たり必要な実用的な知識を教授する。使用訓練機材が
単発機から双発機に変わることから新機材の飛行規程，エンジン，機
体にかかわる各種の制限値，単発機と双発機の差異，双発機に求めら
れる空中操作の科目実施要領，事業用に求められる野外飛行に必要な
空中航法およびその要領，そのた必要な航空法規等を教授する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦に関する知識Ⅰ

本授業では，米国で自家用操縦士資格を取得するための訓練飛行を開
始するにあたって，必要な航空工学(飛行理論，航空機構造・航空機
整備等を含む。)，航空機取り扱い及び航空機の操縦に関する実用的
な知識を教授する。具体的には飛行規程を用いて機体の寸法，重量，
搭載発動機の性能と運用限界，各種制限速度と機体の運用限界，通常
操作と飛行前点検，エンジンスタート，地上走行，離陸，上昇，巡
航，降下，場周経路の離脱および進入，着陸の標準的な操作･操縦法
とチェックリストについて学ぶ｡

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦に関する知識Ⅱ

本授業では，米国において自家用操縦士の資格を付与されたものに対
して計器飛行証明取得のための訓練を開始するにあたり，計器飛行に
関する航空機の操縦に関する必要かつ実用的な知識を教授する。操縦
に関する知識Ⅰでの学びを基礎として計器飛行に必要な計器による機
位の判定，計器上の指示の判読，もっぱら計器の指示に頼ったピッチ
の判定とその修正に必要な操縦法，風に対する修正の方法，さまざま
な場面での計器のクロスチェックの方法と発見した誤差の修正に必要
な３舵の使い方等計器飛行時に必要かつ有効な技法について学ぶ。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦に関する知識Ⅲ

本授業では，米国において自家用操縦士技能証明と計器飛行証明を取
得したものが陸上双発飛行機を用いて事業用操縦士技能証明取得訓練
を開始するに当たり操縦に必要な実用的な知識を教授する。訓練機が
単発機から双発機に移行することに伴い単発機との操縦法の差異につ
いて学ぶ｡機材の大きさ，重量の差に始まりそれに起因する慣性の処
理，臨海発動機という概念を理解し，片側発動機不作動時特に離陸直
後に発生した場合の操縦法，空中操縦最小速度における操縦法，片側
発動機不作動時の着陸と復行について重点的に学ぶ｡

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦実技Ⅰ

本授業においては，米国自家用操縦士資格（ＦＡＡ　ＰＰＬ）を取得
するために行う陸上単発飛行機を用いた演習及び実習であり，授業の
成果は自家用操縦士資格の取得によって測られる。地上走行の訓練か
らはじまり，有視界気象条件下における基本的な離発着訓練，場周経
路の飛行方式等を習得して単独飛行，その後飛行場から25マイル以内
での空中操作の演練，野外飛行の修得ののち，担当教員からのエン
ドースを得ることができれば，資格試験に臨む。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦実技Ⅱ

本授業では，米国自家用操縦士資格に計器飛行証明（ＩＮＳＴ
rating）を付加するために必要な操縦法を陸上単発飛行機を用いてを
演練及び実習する授業である。授業の成果は計器飛行証明の取得で測
られる。あらかじめ取得した管制承認に基ずいた飛行経路に従って実
際の計器飛行気象状態または模擬計器飛行気象状態のもとでの離陸，
待機，侵入，侵入復行，着陸復行及び着陸を演練し，担当教員からの
エンドースを得ることができれば，資格試験に臨む。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦実技Ⅲ

本授業では，米国自家用操縦士単発を多発(ＦＡＡ　ＰＰＬ　Ｍｕｌ
ｔ）限定変更するために行う陸上多発飛行機の操縦法を演練，実習す
る授業である。授業の成果は自家用操縦士多発限定資格の取得で測ら
れる。訓練機剤が単発から双発に代わる事から，機材の大きさや重量
の変化に伴う慣性の違いや発動機の数が単発から双発に代わる飛行特
性の違いを学び，片側発動機不作動時の対処や，臨海発動機不作動時
の最低操縦速度での操縦法等を習得したのち限定変更の試験に臨む。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦実技Ⅳ

本授業では，米国事業用操縦士資格（ＦＡＡ　ＣＯＭ）を取得するた
めに，必要とされる操縦法を陸上双発飛行機を用いて，演練及び実習
を行う授業である。授業の成果については，事業用操縦士資格の取得
で測られる。離陸時の片側発動機不作動時の対処及び操縦法，巡航時
の片側発動機不作動時の対処及び操縦法，臨海発動機不作動時の最低
操縦速度における操縦法，片側発動機不作動状態での着陸復行等を修
得したのちに，事業用操縦士の資格試験に臨む。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

操縦実技Ⅴ

本授業では，操縦実技Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳで取得した米国の操縦技能証明
を，日本帰国後に日本国の操縦技能証明に切り替えるための座学と陸
上多発機材と模擬飛行装置を用いて行う実習授業である。米国と日本
の航空法における差異に関する教育，国内の飛行環境や航空管制への
慣熟，野外飛行のための慣熟のために行う座学と，陸上多発機材と模
擬飛行装置を用いて米国で修得した陸上多発機の有視界気象状態及び
計器飛行気象状態での操縦法の精度を上げ日本国の操縦技能証明への
切り替えを目指す。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

電子航法

現在の航空機の航法はＦＭＳ等により時期の位置を算出し任意の経路
を飛行できる電子航法を主体とし，ＲＮＡＶ(Area Navigation)，Ｒ
ＮＰ(Required Navigation Performance)方式が主流になっている。
また，また洋上管制はＣＰＤＬＣ(Contoroler-Pirot Data Link
Communication)が主たる方式となりつつあり，ＡＤＳ－Ｂ(Automatic
Dependent Surveillance-Broadcast)の導入により飛行中の種々の
データはデータリンクを使って地上とやり取りされている。本授業で
はこれらについて原理や方式，運用等について詳説していく。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

実用機の性能

大型のジェット機である実用機は訓練で使用される小型機とは対空類
別も違い，性能に対して厳しい制約が課せられる。また，性能を測定
するときの諸条件についても耐空性審査要領に非常に細かく規定され
ている。本授業では，実用機の性能を規定する様々な用語の学習から
始め，実用機が安全に飛行することを担保するための基本的な考え方
や，実用機の性能，特に，離着陸や離陸断念をはじめ，進入復行，着
陸復行，上昇効果性能，各飛行フェイズの速度とその切り替え，加減
速性能等を中心に学修する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

科
目
群

大型機の操縦

小型プロペラ機と大型ジェット旅客機では，そのサイズ，重量，エン
ジンの特性，翼型，採用されている高揚力装置が大きく異なり，それ
に伴い運用速度や各種運用限界も大きく異なる｡また重量ややエンジ
ンの特性により慣性の処理や速度の調整の方法が異なる｡またスタビ
ライザー等の採用によって操縦法に違いをみることができる。小型プ
ロペラ機から大型ジェット旅客機ンの小型機からジェット旅客機に移
行するためにはこれらの違いを正しく理解し操縦に反映する必要があ
る｡にこれを踏まえ，本授業では小型機と大型機の操縦特性の違いと
その対処方法について学修する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

エアラインパイロットの
ための航空事故防止

航空事故統計によれば，近年世界の航空交通量の増加は目を見張るも
のがあるにもかかわらず，航空事故の発生率は非常に低くなり，かつ
低いままその状態を維持しているものの，そこから一段の減少は見ら
れていない｡事故原因については機材や装置の不具合によるものにつ
いては激減したのに比べ，ヒューマンファクターによるものの占める
割合が減らないのが現状である｡｡本授業においては，過去の事故事例
を分析することにより，パイロットの留意すべき点を明らかにし，将
来の事故防止にプロアクティブに挑む学修をする。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

エアラインパイロットの
ためのＡＴＣ

本授業では，エアラインの運航で使われるＡＴＣについて学修する。
本来航空交通管制に使用される用語とその意味するところは国際民間
航空条約の付属書に定められていて，同条約批准国間ではそれが標準
となるべきであるが各国の事情を反映したり，特に航空先進国である
米国においては独自のマニュアルを定めていて，かならずしも統一さ
れていない。本授業においては各国におけるＡＴＣの違いや，ＩＣＡ
Ｏや方式基準には記載されていないものの慣例上頻繁に使われている
ＡＴＣとそのＡＴＣに対応するフライト方法について学修する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

応用航空気象Ⅰ

本授業では，これまで体験してきた小型機の運行範囲での気象現象や
航空気象ⅠからⅢまでで修得した航空気象の知識を活用し，今後エア
ラインパイロットとしてジェット機への意向を視野に入れ，その常用
高度と訓練中とは比較にならない難易度の高い気象状況での運行を踏
まえ，学習したことの復習をするとともに今まで重点を置いてこな
かった高高度の航空気象を含めて学び，実際のオペレーションにおい
て必要な実践的な航空気象の知識と理解を深める学修を行う。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

応用航空気象Ⅱ

エアラインの実運航においては，ジェネラルアビエーションに比べ，
はるかに難易度の高い強風，豪雨，雷雨，台風，ウィンドシャー，マ
イクロバースト，乱気流のような気象状態でも飛行しなければならな
いことが多い。また突発的な火山噴火や磁気嵐やフレアーといった現
象に遭遇することも考えられる｡　このことを踏まえ，本授業では，
応用航空気象Ⅰで修得した知識と理解を基に，エアラインオペレー
ションで遭遇する様々な気象状態個々について事例研究もしながらそ
の対処法について学修する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

アドバンスド計器飛行

現在の計器飛行はPERFORMANCE BASED NAVIGATIONが主流となってい
る。ＩＲＳをＧＰＳデータで修正し，さらにはAUGMENTSYSYTEMによる
補正を行ってナビゲーションの精度を高めている。このため，方式自
体が非常に複雑化している。従来の航法と大きく違い，一つの用語の
違いにより飛行すべき方式が大きく変わる。これらのことを踏まえ，
本授業においては，用語の違い及び方式の違いに重点を置いて，計器
飛行における留意点について詳しく学修する。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

国内ＡＴＣと飛行方式

米国は従来独自方式を使用していたが，最近はＩＣＡＯスタンダード
に方式を近づけている。日本はＩＣＡＯ準拠ではあるが純粋なＩＣＡ
Ｏ方式とは若干のずれがある。両方の理由によりアメリカと日本で
は，ＡＴＣの考え方及び用語並びに飛行方式について若干の差異があ
る。本授業においては，両国における差異を理解して，日本国内での
飛行訓練ならびに就職後の国内飛行に困らない高々度飛行に関する知
識およびＲＮＡＶ飛行方式，Performance Based Navigationについて
も学習し日本国内における運航に必要な知識も学修する。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

国内のフライトにおける
留意点

日本国内においては四季があり梅雨等の日本独自の天気現象がある。
また夏の台風および冬の積雪等気象条件が米国と大きく異なる点があ
る。また，アメリカではＧＰＳを主体としたナビゲーションが中心で
あり，日本で事業用試験で試験される目視により地点を確認して飛ぶ
地文航法との差が大きい。本授業では，アメリカと日本でのフライト
の差について説明し，国内における外国ライセンスの切り替えのため
のフライトがスムースに行えるようにその差異について詳しく学修す
る。

専
門
応
用
科
目

フ
ラ
イ
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

科
目
群

ＦＭＳ操作演習

現代の航空機の操縦は，ＦＭＳに正しくデータを入力して，モードを
正しく選ぶことによってなされる。ＦＭＳデータは入力フォーマット
が厳密に決まっていてフォーマットどおりに入力しなければＦＭＳは
受け付けない。またポジションへのダイレクトフライト，コースから
のオフセット，ホールディング等も全てＦＭＳにデータを入力してＦ
ＭＳを使って飛行するのが基本である。本授業では，その入力方法と
モードに関する知識を学修した後，実際にコンピュータソフトによる
ＦＭＳのシミュレーションを使用して，入力方法と様々なモードにつ
いての演習を行う。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

空港情報業務論

本授業ではＩＣＡＯ Annex及びサプリメンタルプロセヂャー，航空保
安業務処理規程を中心に，対空通信で使用する用語，空港名，管轄区
域，管轄区域名称，航空情報，サーキュラ等に使用する専門用語，略
語，航空機の型式，航空機運航会社のＩＣＡＯ略称等の基礎的な知識
を学び，航空保安業務の概要とその業務の重要性，飛行計画や航空情
報等の運航援助情報業務，対空援助業務，国際対空通信業務等の運用
の実態，運用規則や通則について解説する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

管制と気象

横風制限と航空機の性能及び精密進入に与える影響，マイクロバース
トやウィンドシアーが進入，着陸に及ぼす影響，温暖前線，寒冷前
線，閉塞前線等の全線が航空機の運航に及ぼす影響，積乱雲，雷，
雹，アイシングが運航や航空機の性能に及ぼす影響，VISによるライ
トの見え方,低視程下での輝度調整による進入燈火の見え方の変化
（ＴＡＰとの関係），シークエンスフラッシングライトがないとどう
見えるか等管制上考慮すべき気象現象について解説する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

最低気象条件設定基準

航空機が着陸のために侵入を開始するための最低気象条件，離陸する
ための最低気象条件は各空港ごとに決められている。さらに各滑走路
ごとにそこに設置されている進入灯の種類，滑走路標識や滑走路灯，
滑走路中心線灯,接地帯灯，着陸誘導無線施設等の地上施設，運航さ
れている航空機に装備されている機上装備の種類，飛行場周辺の地形
や障害物の有無や高さによって細かく設定されている。この授業では
それらについてＩＣＡＯ Annex 及び飛行方式設定基準を基に，航空
機の運航に関わる最低気象条件の設定について学修する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

出発進入経路設置基準

航空機の出発進入経路は設定しようとする経路にかかわって利用でき
る航法援助施設とその設置されている滑走路との相対位置，レーダー
のの種類と精度，航空機に搭載されている装備，地形，障害物，隣接
する空域や他の出発進入経路又は航空路，進入経路の場合はさらに地
上の航法援助施設の種類と精度とそれを補正する施設の有無によって
左右されることになる。本授業ではＩＣＡＯ Annex 2並びに，飛行方
式設定基準等を基に，航空機の出発進入経路の設置について学修す
る。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

空港と地域環境との共生

さまざまな統計が示すように，将来にわたって，航空交通の需要と交
通量は更なる増大が予想される状況下にある。一方，空港周辺地域で
は騒音のみならず氷塊・落下物等々の社会的課題が発生することとな
る。このため，これらの社会的課題に取り組む必要があるが，本授業
においては，我が国のみならず先進諸外国の取り組み状況を精査する
とともに，「空港と地域環境との共生」のための航空管制の手法や飛
行の方式等のあり方について学修する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

ＡＴＭ／ＣＮＳ計画

現在，国際的潮流としては，機上システムと地上システムとの連携を
図ることにより，より安全で，より効率的な航空交通の形成を図る施
策の動きとなっている。かつて，Future Air Navigation System（Ｆ
ＡＮＳ）計画とも呼ばれていたAir Traffic Management(ＡＴＭ)の運
用と，これに適合したCommunication /Navigation/ Surveillance(Ｃ
ＮＳ) のあり方を学ぶ。ＡＴＭは，Air Traffic Service /Air
Traffic Flow Management/Air Space Managementで構成され，かつこ
れらを調和させて運用することを目的としている。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

管制情報処理システム

計器飛行方式で飛行する航空機は，航空法上，当然のこととして，管
制方式に基づく航空管制官の指示に従って飛行している。しかしなが
ら，航空交通の取り扱い交通量が飛躍的に増大した今日において，管
制官が適切な指示を発出する判断を行うためには，膨大な情報を処理
し得る「支援ツール」が必須なものとなっている。本授業では，航空
管制官が使用する支援ツールとしての「管制情報処理システム」の仕
組みとソフトウエアについて学修する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

Safety Management System

国際的に，各分野において，それぞれの組織での「安全管理」を，体
制的・体系的に行うことが求められるようになって久しい。航空の分
野においても，主として，航空管制，航空機の運航，空港管理等の各
方面からの安全管理システムが推進されており，近年ＩＣＡＯ Annex
にもChapter19としてSafety Management Systemが追加されている。
本コースにおいては，ＩＣＡＯのChapter19を参考に先進諸外国の
「ＳＭＳ/ＳＳＰ」の推進状況を精査，修得するとともに，我が国に
適合した安全管理の手法を学修する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

航空交通管制
コミュニケーション

航空交通管制においては，航空管制官とパイロットとの正確な意思疎
通のために，用語や言い回しの意味が正確に決められている。飛行の
安全はこれらを熟知し正確な用語，用法を使うことによって担保され
る。本授業では，航空管制官とパイロット間で使用される「特殊な英
語」について学修する。また，ＡＴＣ（Airline Traffic Control，
航空管制交信）コミュニケーションにおける基本的な手順も学修す
る。航空無線通信ができ，航空用語を理解し，基礎的なＡＴＣにおけ
る地上移動，離陸，着陸の手順，その他，フライト中に遭遇する突発
的な状況を想定した対応ができることを目標とする。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

航空交通管制の仕組みⅠ

航空交通管制においては，航空管制官とパイロットとの正確な意思疎
通のために，用語や言い回しの意味が正確に決められている。飛行の
安全はこれらを熟知し正確な用語，用法を使うことによって担保され
る事は言うまでもない。本授業では，有視界飛行方式および計器飛行
方式の基本となる飛行計画と管制承認の発信要領，受信要領及び有視
界飛行方式，計器飛行方式による地上走行，離陸着時の管制機関との
交信要領,及び管制用語，それに伴う飛行方法を学修する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

航空交通管制の仕組みⅡ

航空交通管制においては，航空管制官とパイロットとの正確な意思疎
通のために，用語や言い回しの意味が正確に決められている。飛行の
安全はこれらを熟知し正確な用語，用法を使うことによって担保され
る事は言うまでもない。本授業では，有視界飛行方式での上昇，巡航
時の地上無線施設との交信要領と飛行方式，計器飛行方式での上昇，
巡航時の管制方式並びにそれに伴う管制用語を習得し、管制機関との
発信要領，受信要領それに伴う飛行方法を学修する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

航空交通管制の仕組みⅢ

本授業では有視界飛行方式における着陸しようとする飛行場への進入
要領と管制方式及び交信要領，計器飛行方式における降下，進入，着
陸にかかる管制方式と交信要領，管制承認について解説する。特に降
下承認と高度制限であるとか｢cleared for approach｣等のように誤解
が生じやすかったり，過去にそれが原因でインシデントやアクシデン
トに繋がった事例については個々の事例について例示し，航空管制を
通してパイロットと管制官の正確な意思疎通ができるよう詳しく解説
する。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

航空管制特論Ⅰ

本授業では，航空管制コースの学生が４年次に受験予定の国家公務員
航空管制官採用試験で問われる能力の涵養を目指す。具体的には立体
図形の展開，回転等初歩的な空間認識，短期記憶の問題を通じて，航
空管制官を目指す者として必要な３次元的に物事捉える空間認識力，
移動している物標に対する時間軸での認識と記憶力の涵養を図る。併
せて判断力とチームの一員としてのリーダーシップとフォロワーシッ
プについて産業能率大の開発したゲーム等を用いて修得を目指す。

専
門
応
用
科
目

航
空
管
制
科
目
群

航空管制特論Ⅱ

本授業では，航空管制コースの学生が４年次春学期に受験予定の国家
公務員航空管制官採用試験で問われる能力の涵養を目指す。すなわち
航空管制特論Ⅰで修得した知識，技量等をベースに，応用的な空間認
識，短期記憶等の問題を通じて，航空管制官を目指す者として必要と
される実際的な空間認識力及び短期記憶力の醸成を目指す。併せて随
時コンペテンシ―テスト等を実施しその結果をフィードバックする事
により各自の問題解決能力やトラブルからの脱出に関する自己啓発を
促す。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

安全管理システム論

安全管理システムとは，航空活動に関するリスクを受け入れ可能なレ
ベルにまで低減し，制御している状態に保つため，安全方針，組織体
制，責任分担，安全に関わるリスクの管理の方法等を定め，管理して
いくことを総称した組織的な仕組みである。安全管理の仕組みは，事
故やトラブルが発生した場合に，その原因を調査して再発を防ぐとい
う事後的なアプローチに加えて，事故やトラブルの元となる予兆とな
るハザードを把握し，そのリスクを評価しこれを低減するという予防
的なアプローチがとられつつある。安全管理システムの導入の経緯，
具体的な内容や管理の手法，この仕組みを底辺から支える安全に関わ
る組織風土の構築，安全文化の醸成の重要性を含め，実際の導入例を
もとに学修する。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

航空機および装備品整備の
仕組み

航空機およびそれに搭載される装備品は，その製造国の航空当局が定
めた航空法の技術基準に従って設計される。また，航空機が航空運送
事業者によって使用される間は，設計時に設定された耐空性や安全性
を継続して維持するための整備や改修がおこなわれる。航空法に基づ
いた航空機および装備品の整備の区分やその内容についての基礎知
識，および，航空機を運航する航空運送事業者と製造メーカーならび
に航空機や装備品を整備する認定事業場との関連，また，それに係る
法令についての基礎知識も修得する。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

整備マニュアル英語

航空機およびそれに搭載される装備品の整備マニュアルは，国際標準
英語を使用して製造メーカーによって作成され，さらに製造国の航空
当局の承認を受けた後，使用者である航空運送事業者に提供される。
航空機メーカー，エンジン・装備品メーカーの整備マニュアルや技術
ドキュメント，外国当局が発行するドキュメントを使用して整備管理
で求められる英語表現を学修する。また，実際のマニュアルやドキュ
メントを翻訳したその内容についても学修する。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

整備管理論Ⅰ

航空機整備と装備品整備事業のビジネスモデルと現状及び課題につい
て実際のビジネスモデルの事例紹介を含めて学修する。航空機・装備
品の整備作業の内容・作業の実施間隔は，メーカーから推奨された内
容，間隔をもとに，各航空会社が自社のノウハウを加味して追加等を
行い，それぞれ設定する。航空会社の整備部門では，いつ整備を実施
するか，それぞれの機材に対して決めるが，保有機種，保有機数や航
空機の飛ばし方によってその作業負荷は変わってくる。一方これらの
作業を実施するための整備士の数や必要な資格者の数を確保しなけれ
ばならない。自社のみならず，国内，海外の委託先を含めこの整備作
業を実施するための体制を整え運営していく必要がある。このよう
に，事業を運営する上で必要な人員，生産の計画の策定（生産管理）
及び委託管理の基本的な知識を修得する。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

整備管理論Ⅱ

（技術管理と信頼性管理方式）
航空機の耐空性，信頼性を維持するために，航空機及び装備品は運航
中の機材故障に関して，国，製造者および航空会社は密接に連携して
継続的に技術的な改善処置を行っている。本授業ではまずこのような
国，製造業者の役割と耐空性改善通報や改修通報といった国，製造業
者が発行する技術資料の概要について学ぶ。そして航空会社が，国お
よび製造会社が発行する技術資料をどのように評価，活用して航空機
の信頼性向上をはかるのか，航空会社の技術管理業務および信頼性管
理業務の内容について具体例も含めて学修する。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

整備管理論Ⅲ

航空機及び装備品の整備を行うためには，国の修理改造認定事業の認
可が必要となる。しかし，その取得に際しては整備実施における高い
品質のレベルが要求される。このことを踏まえ，本授業においては，
高い品質を確立し，それを維持・向上させていくための品質管理の基
礎知識を学修する。具体的には以下の内容等を学修する。
・航空運送事業者，認定事業場とは何か。認定事業場の責務。
・認定事業場の責務を果たすための４Ｍ
(Man/Machine/Material/Method)の適切な維持
・認定事業場と業務規程
・特殊工程管理及び非破壊検査
・計量管理，燃料管理
・ＳＭＳ（Safety Management System）に基づく作業品質管理

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

整備管理論Ⅳ

（部品材料管理と施設設備管理）
航空機の整備を行うためには部品，材料及び装備品の供給が必要にな
る。装備品や部品，材料の調達，輸送，保管管理といった一連の業務
は，認定事業場はもちろんのこと航空会社が航空機の運航を維持する
ために重要な業務である。本授業では，部品，材料の調達，輸送，保
管管理の基本知識を修得するとともに，危険物の輸送に関する資格の
内容を含めて学修する。また，航空機や装備品を整備するためには，
適切な施設と設備を確保しこれらを維持管理する必要がある。施設，
設備の管理および計測機器等の計量管理の基本知識も併せて修得す
る。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

整備管理論Ⅴ

（整備分野における監査とＩＴの活用）
整備分野における監査には，航空会社が安全規程の中で定める内部監
査，および航空法で定める航空会社/認定事業場の内部監査がある。
これら監査の目的と概要を学修する。またＩＳＯ9001の内部監査の手
法をベースに監査の基礎知識を修得する。近年，整備の業務品質を維
持向上させる手法として監査の重要性は高まっており，本授業では監
査の計画，実施，報告書の作成までの実務の流れを実際に体験する。
また，整備ＩＴシステム，ドキュメントの電子化等整備分野でのＩＴ
の活用の必要性，課題と現状について学ぶ。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

整備基本業務演習

航空機やエンジン・装備品の整備基本作業は，日本の工業規格や米国
の工業規格等に規定されている。それら工業規格の内容についての基
本的な知識を修得する。また，海外研修期間の研修先における整備実
習や国内の整備認定事業場においての整備基本作業実習をカリキュラ
ムに組み込み，整備の専門家の指導の下で整備作業の基本についても
経験する。また，航空会社の整備現業部門で必要とされる一等航空整
備士の国家資格取得の要件である整備作業基本知識も含む。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

空港グランド
ハンドリング論

グランドハンドリングとは，飛行機が空港において到着と出発に伴う
地上作業におけるサービスを受ける，航空輸送における空港地上支援
業務のことである。空港グランドハンドリング論においては，空港に
おける航空機のグランドハンドリングの種類と業務内容，業務の流
れ，整備との接点業務，ランプ安全について総括的に学修する。ま
た，授業内において空港でのグランドハンドリングの専門家の話を聞
く機会を設けることにより，理解の一層の深化を図っていく。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

労働安全衛生の仕組み

航空機整備を行うにあたり，必要な労働安全衛生の仕組みと管理につ
いての基礎知識を修得する。労働安全は，「職場における労働者の安
全を確保する」，「快適な職場環境を形成する」ために必要なもので
あるが，整備作業で取り扱う器具や物質は多岐にわたっており，その
環境も大きく異なり，守るべき法律の範囲も広い。具体的には，毒物
劇物，火薬・火工品，危険物。高圧ガス，水質・待機・土壌産業廃棄
物，放射線等であり，これらに関わる法律を把握し，作業者の安全を
守るために必要な基礎知識を学修する。本授業には，，これらに関連
する資格取得に必要な基礎知識も含む。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

航空保安

同時多発テロ以来空港のセキュリティーは強化されハイジャック等の
テロは減少しているものの，宗教や民族の対立がますます先鋭化して
世界各地で紛争やテロが頻発し，学校も含めた公共施設での発砲事件
が多発している現状にあって空港の保安体制の強化はますます求めら
れている。本授業では，ＩＣＡＯ Annex17を紐解き国内関連法規をも
解説しながら，航空機，空港，空港施設，貨物，受託手荷物，旅客に
求められる保安体制と現状を学修する。

専
門
応
用
科
目

整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

整備関連航空法

ガイダンス科目の「航空法Ⅰ」の内容のうち，整備に関わる内容に特
化して学修する。また，航空運送事業者の整備部門，認定事業場で事
業を行うにあたって必要な航空法，航空法施行規則や関連サーキュ
ラーの内容を把握し，根底に流れる考え方や設定の背景を理解する。
航空運送事業は自国内の運航にとどまらず，また海外航空会社との提
携も多数行われるようになってきており，更には海外認定事業場への
整備委託も多数の地点で行われている。他国で行われる整備作業につ
いては，当該国の法律に基づき設定，運営されている認定事業場に対
し，日本の法律に基づいた整備の実施を依頼する必要がある。ＦＡＡ
やＥＡＳＡ等，海外の主要な国の航空法規を理解し，日本の航空法と
の差異，更には今後進んでくるＢＡＳＡ（航空に関わる相互承認協
定）についても学修する。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

ロジスティックス論

今日の物流は，国内はもとより国際的にも経済及び企業の成長を支え
る原動力としてその重要性を高めつつある。メーカー，流通業(ＣＶ
Ｓ等)共々，ロジスティクスの概念，行動原理をペースとした“効率
的なサプライチェーンの構築"を目指して戦略的物流を展開してい
る。また，企業物流，宅配物流を支える物流産業は，成長するネット
通販や３ＰＬ事業，そして海外市場等への積極的な投資を行ってい
る。加えて，物流の環境・安全に関する社会的責任の高まり，更には
グローパル時代を背景とする国際物流の進展も著しい。本授業では一
部に物流の基礎知識を組み入れながら，これらのテーマを中心に，か
つ国際物流のウエイトを高く，具体例を交えて進めていく。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

航空輸送論

航空輸送をそれぞれ産業，市場及び政策という側面から幅広く俯瞰し
つつ航空輸送サービスの基本について理解する。航空輸送産業は市場
で競争し利益を追求する民間企業の側面もあるが，同時に公共性や
「市場の失敗」抑制のため政府から規制を受けることも理解する。ま
た，市場は国内，国際では異なる規則が適用され，市場には独自性・
多様性及び自由化の度合の相違が影響を及ぼすことも理解する。基本
的インフラの空港の整備も影響が大きく，いかに航空政策・空港政策
が重要かを理解する。航空機の動向や環境問題についても論ずる。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

交通経済論

交通経済論とは，社会全体の効率最大化を目標とする学問である。交
通の諸問題について公共経済学を分析用具とした考察を行い，交通政
策の必要性・効果を理解する。交通産業をミクロ経済的なアブローチ
でとらえ，生産，費用，経済性等について理解する。交通需要に影響
を及ぼす積々の要因，規制，競争，独占，寡占，さらには国際市場に
おける自由化，国際提携等が航空会社の経営に及ぼす影響についても
理解する。最新の交通政策に注目しつつ，空港，新幹線等の交通イン
フラの経済的影響や，環境問題，少子化，高齢化問題についても論ず
る。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

国際交通論

国際貨物輸送の主役海運，同旅客運送の主役空運について理解を深め
る。空運は海運の歴史を辿る傾向にあるが「海の自由」及び「空の不
自由」のような対照的な面もある。海運業の歴史，「海の自由」，企
業経営戦略を理解し将来的課題について論じる。また，急速な技術革
新により大量輸送，高速化，費用逓減を果たした空運について，航空
輸送の概念，歴史，「空の不自由」となる市場規制制度，自由化の動
きを理解し，海運との対比を交えながら航空企業の経営戦略及び将来
的議題について論じる。貿易自由化やＳＣＭ（Supply Chain
Management) のインパクトも論じる。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

交通経営論

本授業では，日本の航空産業，鉄道産業等をはじめとする主要な交通
産業の歴史とその現状，政府における関与，輸送モード間の競合の状
況，経営の現状，新交通政策及び将来の新たな展開等について包括的
に理解した上で，今後起こり得る課題等について学修する。インバウ
ンド観光の隆盛による交通産業へのインパクトについても理解を深め
る。また，国際交通については海運及び空運を対比しつつ，国際競争
力という観点からも考察を深める。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

航空事業論

本授業では，航空会社の組織，運営実態，輸送実績に触れるととも
に，政府の航空産業育成策，規制緩和政策，国際競争政策について教
授する。航空業界は「光」の面が注目されることが多い。しかし，そ
れは羽田空港や成田空港を中心とする需要の多い都市間路線のことで
あり，地方間路線，離島路線には需要が少なく路線維持に四苦八苦す
る「影」の面がつきまとう。日本航空が経営危機を経験して再建を果
たす等、航空運送事業における経営環境の現実についても学修する。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

空港の管理（監理）と運用

世界の潮流として，日本でも国管理の空港をはじめとして多くの空港
が次々と民営化されつつある現在，民営化された空港の運営権を取得
した企業体は国や自治体に代わって空港を適切に管理（監理），運用
することが求められている。空港の管理と運営には，航空機の運航，
各種施設，装備，人員，保安，救難・消防，営業活動，テナント，空
港へのアクセス，地域経済と非常に多岐にわたる知見が必要とされ
る。本授業においては，それらの知見について学修する。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

空港の騒音対策

航空機の騒音はジェットエンジンからターボファンエンジンへの進化
により大幅に軽減されたとはいえ，環境と言う観点から空港運営に
とって，近隣住民との関係からも現在も大きな問題であることに変わ
りはない。本授業では，空港運営上の騒音管理の戦略，騒音基準とそ
の変遷，騒音測定点と測定方法，騒音基準適合証明，空港運営の障害
となるカーフュー，騒音アセスメントと管理，騒音量，離陸及び着陸
にかかわる騒音低減運航方式等について学修する。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

空港の消火救難体制

空港の管理する者は，航空機の胴体着陸や墜落，滑走路の逸脱と言っ
た事故またはインシデントの他，建築物の火災，爆破予告を含む破壊
行為，航空機の不法な乗っ取り，急病人，その他様々な緊急事態に備
えておかなければならない。また航空機が消息を絶った時等に備えて
救難本部(Rescue　Coodination Center)の設営にも備えなければなら
ない。本授業においては，様々な緊急事態への対処及び，緊急事態の
連絡体制等について学修する。
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 （航空・マネジメント学群航空・マネジメント学類）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

航空政策論

本授業では，第二次世界大戦後の空白を経て始まった我が国の航空政
策の歴史を紐解き，我が国の航空政策の現状と将来の展望を解説す
る。具体的には大戦後の民間航空の再開からの歴史，空港整備の歴
史，航空管制権の移管の歴史と現状を振り返り，毎年年初の航空局長
の講演に使われる｢我が国の航空政策と将来の展望」をもとに今現在
の我が国の航空政策を解説し将来の展望を自らも考え，自分たちがそ
の中で何がしたいか，出来るかを考える。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

空港施設論

空港というと単に滑走路とターミナルと考えがちであるが，そこには
運航の安全上必要とされる運航，整備，管制をはじめ，旅客，貨物，
給油，商業施設，保安，検疫，出入国管理，救急救難，警察，消防，
施設管理，空港へのアクセスに関する施設等が集約されている。本授
業では，ＩＣＡＯ　Annexに記載されている空港に必要不可欠な施設
をはじめ既存の施設のそれぞれについてその概要と基準，管理と運用
について解説するとともに，将来必要もしくは設置が求められるであ
ろう施設についても言及する。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

空港経営論

2013年に｢民間の能力を活用した国管理空港等の運営等に関する法律｣
が成立し民間事業者による国管理空港や地方管理空港の運営が可能に
なり，空港の民営化が着々と進んでいる中で，空港の運営権を獲得し
た企業体は航空系，非航空系を有機的に運用して民間企業として成り
立つような新たなビジネスモデルの構築を含めた空港経営が始まって
いる。本授業は，単に空港に隣接したターミナルビルや駐車場経営か
ら脱却して，新たに始まった空港経営にスポットを当てた講座であ
る。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

空港経済論

日本国内の空港の一例として，新東京国際空港（成田空港）は，2017
年度，空港内だけで事業者数673社，従業員数43,271人の規模で運営
されている。成田空港が及ぼす地域への経済波及効果・雇用創出効果
は2013年現在でそれぞれ1兆1,440億円・66,042人にのぼっている。時
代は空港整備から空港運営に変化を遂げていく中で，本授業では空港
そのものの経済とその経済効果が及ぶ空港へのアクセスを含めた地域
の経済にも焦点をあてて，空港経済について詳しく論じていく。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

民活空港運営法と
空港民営化

政府は空港については既に慨成したとの見解を示しており，我が国の
航空政策は空港整備から空港運営に移行，さらにコンセッション方式
の民営化へと舵を切る中ですでに仙台空港を皮切りにいくつかの空港
が民営化されている。本授業では2013年に成立した｢民間の能力を活
用した国管理空港等の運営等に関する法律｣を解説するとともに実際
の民営化の手法について学修し，既に民営化がされているいくつかの
空港を例に挙げ，民営化の経緯とその実態に迫る。

専
門
応
用
科
目

空
港
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
目
群

空港運営と不動産関連法

これまでの空港運営は航空部門につては国が管理し，ターミナルビル
とそれに付随する駐車場等の経営を第三セクター等が経営，テナント
の賃貸料，駐車料金がその収入の大部分を占めていた。空港民営化後
は航空部門，非航空部門一体で経営することになるがターミナルビル
商業施設のテナント収入が大きな比率を占めることは間違いが無いと
ころである。本授業においては，主にターミナルビル商業施設の賃貸
借に関する不動産関連法規について学修する。

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等

　の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書

　類を作成する必要はない。

（注）
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平成３１年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和２年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

桜美林大学 桜美林大学

 リベラルアーツ学群 950 ― 3,800  リベラルアーツ学群 950 ― 3,800

 芸術文化学群 400 ― 1,600  芸術文化学群 400 ― 1,600

 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群
 　ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 400 ― 1,600

 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群
 　ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 400 ― 1,600

 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群
 　ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 80 ― 320

 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群
 　ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 80 ― 320

→
 航空・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群
　 航空・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類

140 ― 560
学部の設置
（届出）

 健康福祉学群 300 ― 1,200  健康福祉学群 300 ― 1,200

 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学群
 　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学類 250 ― 1,000

 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学群
 　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学類 250 ― 1,000

計 2,380 9,520 計 2,520 10,080

桜美林大学大学院 桜美林大学大学院

 国際学研究科 国際学専攻(Ｍ) 10 ― 20  国際学研究科 国際学専攻(Ｍ) 10 ― 20

 国際学研究科
　国際人文社会科学専攻(Ｄ) 10 ― 30

 国際学研究科
　国際人文社会科学専攻(Ｄ) 10 ― 30

 国際学研究科
　国際協力専攻(Ｍ) 10 ― 20

 国際学研究科
　国際協力専攻(Ｍ) 10 ― 20

 老年学研究科 老年学専攻(Ｍ) 20 ― 40  老年学研究科 老年学専攻(Ｍ) 20 ― 40

 老年学研究科 老年学専攻(Ｄ) 3 ― 9  老年学研究科 老年学専攻(Ｄ) 3 ― 9

 大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科
　大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専攻(Ｍ) 20 ― 40

 大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科
　大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専攻(Ｍ) 20 ― 40

 大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科
 (通信教育課程)
　大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専攻(Ｍ) 40 ― 80

 大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科
 (通信教育課程)
　大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専攻(Ｍ) 40 ― 80

 経営学研究科
　経営学専攻(Ｍ) 30 ― 60

 経営学研究科
　経営学専攻(Ｍ) 30 ― 60

 言語教育研究科
  日本語教育専攻(Ｍ) 30 ― 60

 言語教育研究科
  日本語教育専攻(Ｍ) 30 ― 60

 言語教育研究科
  英語教育専攻(Ｍ) 10 ― 20

 言語教育研究科
  英語教育専攻(Ｍ) 10 ― 20

 心理学研究科
　臨床心理学専攻(Ｍ) 13 ― 26

 心理学研究科
　臨床心理学専攻(Ｍ) 13 ― 26

 心理学研究科
　健康心理学専攻(Ｍ) 17 ― 34

 心理学研究科
　健康心理学専攻(Ｍ) 17 ― 34

計 213 439 計 213 439

学校法人 桜美林学園　設置認可等に関わる組織の移行表
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